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　ふたりで朝ちょう食しょくを

　いざ砂さばくへ

　まぼろしの湖みずうみ

　きみの名な前まえは

　砂すなからあらわれた巨きょ人じん

　ふしぎな村むらのヘンな生せい活かつ

　魔ま人じんジーンをさがせ！

　なぞの合あい言こと葉ば

　三つの願ねがい、なんにしよう？

　オアシスをめざせ！

　レーブン、天てん才さいになる

　砂さばくの宮きゅう殿でん

　笑わらっちゃいけないときって、笑わらうよね？

　絶ぜつ望ぼうの地ち下か牢ろう

　意い外がいすぎる助すけっ人と

　飛とべ、魔ま法ほうのじゅうたん！

　オアシスで待まっていたのは

　エルフの弓ゆみ、かがやく！

　しつこいオニごっこ
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　その日の朝あさ、ふたりは世せ界かいを救すくう旅たびが、なにもかもうまくいっていると思おもっていました。なんといっても、『おそろしの森』で巨きょ人じんをこらしめ、『ばけもの山』の悪わるい魔ま法ほう使つかいと魔ま法ほうで戦たたかい、そうして『帰かえらずの海うみ』の腹はら黒ぐろい海かい賊ぞくたちも、追おいはらったところなのです。

　今いま、ふたりがいるのは、『たつまき港こう』という小さくてきれいな港みなと町まちです。手て元もとには、海かい賊ぞく船せんからいただいた少しょう々しょうのお金。これで、ちゃんとした朝ちょう食しょくにありつけます。

「『二回かい目めの朝ちょう食しょく』も食たべたいね」とレーブン。

「なにそれ？　二回かいも朝ちょう食しょくを食たべる気でいるの？」

とエルフがききました。ラットくんがレーブンのポケットから顔かおを出し、きき耳をたてています。そのまま、レーブンの、なぜかいつも鳥とりの羽は根ねがついている頭あたまへ、飛とびあがりました。

「うん、よゆう。さ、食たべにいこう！」

　レーブンはエルフの手をにぎり、ラットくんはうれしそうにチュウ！　と鳴なき、おいしいものをさがして、元げん気きに歩あるきはじめたのでした。
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　一時じ間かん後ご、ふたりの前まえには、パンケーキをたいらげた後あとのお皿さらが、何なん枚まいも積つみかさなっていました。満まん足ぞくして、いすにもたれるレーブン。
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　エルフは、レーブンを、まじまじと見ています。

「こんなにたくさん食たべるなんて……。これが『二回かい目めの朝ちょう食しょく』なの？」

「ちがうよ。これは、『一回かい目めの朝ちょう食しょく』が終おわったとこ。朝あさ早はやく食たべるとおなかがすいて、お昼ひる前まえにまた食たべるだろ。それが、ぼくの言いう『二回かい目めの朝ちょう食しょく』。今日きょうは時じ間かんがないから、この後あと、少すこし休やすんで、それから『二回かい目めの朝ちょう食しょく』にしよう。」

「ふ～ん、なるほど……って、まだ食たべるの!?　少すこし休やすむって、どれくらい？」

「うん、まあ、五分ふんくらいでいけるだろ。待まてなかったら、なにかつまんでいてもいいよ。」

「レーブンてば、ほんと、おバカなのか、頭あたまがいいのか、よくわかんないわ。どうしてそんなにやせているのよ。まるまる太ふとるはずなのに。」

「ぼく、心しん配ぱい性しょうだからねえ。心しん配ぱいするって、すごくエネルギーを使つかうんだ。ところで、きみも、パンケーキを十枚まい食たべたよね。」

　エルフの顔かおがぽっと赤くなりました。

「だって、海うみで二回かいも遭そう難なんしたし、無む人じん島とうにたどりついたと思おもったら、また海かい賊ぞくにつかまったし、食たべてはいたけど、ほんとの食たべ物ものは、ほんのちょっとだったし……。」

「うん、まあね。あ、店てん員いんさんが来きた。」

　レーブンのように、すらりとやせた女の子がきて、レーブンは、ジャムつきのトースト、プラム、牛ぎゅう乳にゅうをたのみました。

　エルフの目が丸まるくなります。

「まだ食たべるの!?」

　レーブンは、うなずき、プラムをがぶりとかじります。

　プラムの果か汁じゅうがたれて、ラットくんにビチャ！

　チュウ！　とラットくん。

「ごめん、ラットくん。」

　レーブンは、トーストで、ラットくんをふいてあげました。

　エルフは、ため息いきをついて立ちあがります。

「レーブン、もう朝ちょう食しょくはおしまい!!　ちょっと出かけて、『さまよう砂さばく』がどこにあるかきいて、大だい事じな旅たびの目もく的てきをはたしましょう！　世せ界かいを救すくうのよ、わかってるでしょ!?」

『さまよう砂さばく』ときいて、レーブンは急きゅうに食しょく欲よくがなくなったようです。

　力なく立ちあがりました。

「とにかく、これが『二回かい目めの朝ちょう食しょく』だよ。」

「うん。教おしえてくれて、ありがと。でも、出かけなきゃ！」

「はいはい、きみの言いうとおりだよ。」

「でしょっ！」

　チュウ！　ラットくんは、少すこしからかっているような鳴なき声ごえです。

「ラットくん、なんて言いったの？」

　エルフはレーブンにききました。レーブンは、動どう物ぶつの言こと葉ばがわかるのです。

「ん？　いやいや、『さまよう砂さばく』ってどこかなあって、言いっただけだよ。ははは。」

　ラットくんは、もう少すこし大きな声こえで鳴なきました。ちがうよ、と言いってるようですが、レーブンはラットくんをつかまえて、ポケットに入れてしまいます。

「お昼ひる寝ねしてなよ、ラットくん。」

　エルフのほうをむいて、ことさら明あかるくにこにこします。

「さてっと。それじゃ、ぼくたち、『さまよう砂さばく』の中ちゅう心しんを見つけて……。」

「そこで『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』を見つけて……。」

「それから、ゴブリン・キングをたおす！」

　ラットくんが、レーブンのポケットから頭あたまを出し、チュウ！
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「こんどは、なんて？」

　レーブンの顔かおが、暗くらくなります。

「うん……。そうしたら、家いえに帰かえれるねって。」

　エルフの顔かおも暗くらくなりました。

　家いえがどんなだったか、エルフはもうわすれかけていました。ふたりが、ふるさとをはなれて、ずいぶんたつのです。

「そうか……。でも、くよくよしていても、仕し事ごとが進すすむわけじゃないしね！」

「エルフ、いいこと言いうなあ。」

「でしょ！　わたしの言いうとおりでしょ。」

　ラットくんが、チュウ！　レーブンは、あわてて言いいました。

「よし、ききにいこう。まず、『さまよう砂さばく』にどうやって行いったらいいか、だれか教おしえてくれるだろう。」

　レーブンの予よ想そうどおり、たつまき港こうの人は、みんな『さまよう砂さばく』がどこにあるか教おしえてくれました。

　ただし、みんな口をそろえて「行いくな」と言いうのです。
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「『さまよう砂さばく』には、ばけものがいる！」と、一人ひとり目め。

「ヘビやサソリもいる。」と、二人ふたり目め。

「砂すな嵐あらしや、いろんな危き険けんでいっぱいだ！」

と三人目が、パンフレットの文を読よみあげました。パンフレットのタイトルは、『なぜ、「さまよう砂さばく」に行いってはいけないか、ダメ絶ぜっ対たい』。
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「レーブン、すごくいやな予よ感かんがするんだけど。」

「大だい丈じょう夫ぶだよ。」

とレーブンは言いいましたが、声こえはおびえているし、やっぱり悪わるい予よ感かんしかしません。

「そこまで、ひどくないって。ぼくたち『おそろしの森』の危き険けんに直ちょく面めんしたけど、生きて帰かえってきただろ。あのオニたちだって、ぼくらをつかまえられなかったんだから。」

「今いまでも、追おいかけてきてるけどね。」

とエルフに言いわれて、レーブンはだまりました。

　ようやく、花はな屋やさんが、「さまよう砂さばく」への道みちを教おしえてくれました。

「かんたんよ。海うみとは反はん対たいの陸りくのほうへ、とにかくどんどん歩あるけばいいの。東ひがしのほうね。どの道みちを行いっても『さまよう砂さばく』に着つくから。」
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「でも、ぼくたち、砂さばくの中ちゅう心しんに行いきたいんです。」

「なんで、また、そんなことを？」

「とにかく、行いかなきゃいけないんです」とエルフが静しずかに言いいました。

「そうなると、ちょっと難むずかしいわね。中ちゅう心しんがどこか、だれにもわからないから。中ちゅう心しんは移い動どうするの。」

「移い動どうする!?」

　エルフとレーブンは同どう時じに言いいました。

「そうよ。砂さばくはいつも動うごいているし、だんだん広ひろがってきてるし、だから中ちゅう心しんも一か所しょにとどまっていないの。みんな、そう言いってる。」

　エルフは、大きく息いきを吸すいました。

「レーブン、行いくわよ。」

「行いく？　行いくって、どこへ？　道みちもわからないのに？」

「道みちならわかるわよ。こっちの東ひがしの道みちでしょ。どんどん歩あるいていって砂さばくの中ちゅう心しんを、なんとかしてさがす、と。」

　レーブンは、どよーんとした顔かおになりました。ラットくんはレーブンのポケットにかくれて、出てきません。

「砂さばくに行いくなら、その前まえに準じゅん備びがいるだろ。」

「準じゅん備び？　三回かい目めの朝ちょう食しょくとか？」

　レーブンの目が、うっとりしました。

「三回かい目めの朝ちょう食しょく……そうか……三回かい目めの朝ちょう食しょくかあ。」

　エルフにむかって、にっこり。

「きみって、本ほん当とうに頭あたまがいいね！」

　そして、ひとりごとをぶつぶつ言いいます。

「そんなこと思おもいつく人なんていたんだ。ぼく、考かんがえもしなかった。」

　そうしてふたりは、砂さばくへ持もっていけるような、三回かい目めの朝ちょう食しょくをさがしにいきました。
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　そして、夕ゆう食しょくのころには、たつまき港こうは、はるか後こう方ほう、水すい平へい線せんのむこうに消きえていました。一日中、ふたりは、かわいた、ほこりっぽい大だい地ちを歩あるいています。ところどころ低ひくい草は生はえていますが、木は一本も見あたりません。

　とうとう、太たい陽ようがしずみはじめ、完かん全ぜんにしずんだころ、ふたりは、砂さばくに着つきました。砂すな、砂すな、見わたすかぎり砂すなばかり。遠とおくには、なだらかな砂さ丘きゅうがつづき、草は一本もなく、こんなところでは、なにも生きていけそうにありません。
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「さまよう砂さばくだ！」

　レーブンは、紙かみを取とりだして、読よみはじめました。

「『世よにもおそろしい生せい物ぶつが何なん種しゅ類るいも生せい息そくしているだけでなく、……』」

　すると、エルフが、その紙かみをレーブンからぱっとうばいます。

　それは、あのパンフレット『なぜ、「さまよう砂さばく」に行いってはいけないか、ダメ絶ぜっ対たい』でした。

「なんで、こんなの、持もってきたのよっ。」

「持もってると役やくに立つかなと思おもって。」

「そんなことないもん。こんなのっ。」

　エルフはパンフレットをびりびり破やぶいて捨すてました。タイトルを見るのも、こわかったのです。

「おい、やめなって、ダメだよ。」

「なにが。」

「ゴミを捨すてちゃ、ダメだろ！」

　レーブンは、破やぶかれた紙かみを拾ひろいながら、

「ゴミを散ちらかしちゃダメ。こんなところだって、住すんでいるものはいるんだからな。」

　エルフはあたりを見み回まわしました。

「住すんでるものって？　見たところ、なにもいないけど。」

「ここに書かいてあった生いき物ものがいるんだ。だれかさんが破やぶかなければ、砂さばくの危き険けんを知しることもできたのにさ。」

「う……。」

　エルフは、なにも言いえません。

　日がとっぷりとくれて、ふたりは腰こしを下ろします。

「とにかく今こん夜やは、これ以い上じょう進すすむの、ムリね。朝あさまで待またなくちゃ。」

「ま、夜よるのおやつは、いっぱいあるし。」

とレーブンが言いうと、エルフもようやく笑わらいました。

「きっとあしたの朝あさ十時じごろには、砂さばくの真まん中なかにたどりついて、『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』を持もって帰かえっているわよ！」
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　翌よく朝あさ十時じごろ、エルフとレーブンは完かんぺきに、迷まよっていました。

　それだけでなく、食たべ物ものもすべて食たべつくし、あるのは水が少すこしだけ。

「迷まよった！」

とレーブン。

　ふたりは砂さばくをとぼとぼ歩あるきます。お昼ひるになると太たい陽ようが高たかくのぼって、どんどん暑あつくなっていきました。弱よわ気きになる前まえにどんどん行いっちゃえ！　という気き合あいはよかったのですが、歩あるいていけばたどりつける、という考かんがえは、どうやらあまかったようです。

　日ざしがどんどん強つよくなり、ふたりは、上うわ着ぎを日よけにしました。上うわ着ぎをエルフの弓ゆみにかけて頭あたまの上にかざし、手がつかれてくると休きゅうけいにします。
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　休きゅうけい中ちゅうも、砂すなは熱あつくて、座すわっているのもつらく、あせがだらだらと流ながれます。ラットくんは、とっくの昔むかしに、レーブンのズボンのポケットで休やすんでいました。

「エルフ……ぼくたち、たどりつけないと……思おもう。」

　レーブンがあえぎながら、言いいます。

「大だい丈じょう夫ぶ、たどりつけるわよ！」

　エルフも息いきをきらして、あせで目にはりついた髪かみの毛けをはらいます。

「そうかなあ。どこにむかってるのかもわからない。すっかり、迷まよってるよ。」

「もう、レーブンってば。大だい丈じょう夫ぶよ。そのうち、うまくいくわよ。さ、休きゅうけいは終おわり。歩あるきましょ。」

　ふたりはまた出しゅっ発ぱつしました。太たい陽ようがかんかんと照てりつけ、その上、やわらかい砂すなに足がとられ、歩あるくのがおそくなります。砂さ丘きゅうをのぼってはおりて、しかし、どの方ほう向こうにも砂すなしか見えないのでした。

　ふたりは、水を飲のみほし、からになったビンをエルフが置おいていっても、もうレーブンは注ちゅう意いしませんでした。

　ラットくんは、チュウ！　と大きく鳴ないて、ズボンのポケットから出てきます。

「いいなあって、言いってる。ぼくは上うわ着ぎをぬげるけど、ラットくんは毛け皮がわをぬげないって。」

「かわいそうに……。レーブンの肩かたに座すわっていれば、ちょっとは、すずしくなるよ。」

　そうやって再ふたたび進すすむと、ラットくんは、少すこしごきげんになりました。

　ところが……、しばらくしてまた、急きゅうに激はげしく鳴ないたのです。

　チューッ！

「どうしたの？」

「スタート地ち点てんにもどったって。」

「そんなわけ……！」

「そうなんだよ、あれ、見て。」

　そのとおり。ふたりは自じ分ぶんたちの足あとのところに、もどってきていたのです。

「だれか、ほかの人の足あとよ……。」

とエルフは言いってみましたが、先ほど捨すてた、からっぽの水のビンがあるのです。やはり、エルフとレーブンの足あとです。

「くそっ。ぼくたち、まっすぐ進すすんでいるつもりが、いつのまにか、ぐるっと、一周しゅうしてたんだ！　完かんぺきに、迷まよった！」

「それとも、砂さばく自じ体たいが動うごいたのかも……。」

　自じ分ぶんたちの足あと以い外がいにもきみょうなあとが、あちこちに残のこっています。ヘビか、サソリか、それとも「世よにもおそろしい生せい物ぶつ」か。

「こういうのに、一ぴきでも会あえればなあ。ぼく、どっちに行いけば砂さばくの中ちゅう心しんなのか、きくんだけど。」

「本気なの？　そりゃね、かわいいアナグマくんにきくなら別べつよ。でも、サソリから、優やさしい答こたえが返かえってくると思おもえないけど。パンフレットに書かいてなかった？　毒どくを持もってるって。」

「……うう。」

　ふたりは再ふたたび歩あるきはじめます。砂すなの丘おかをよつんばいになってのぼり、反はん対たい側がわにすべりおり、ふらふらです。

　くつの中も砂すなでいっぱいになり、ときどき立ちどまって砂すなを出しても、すぐに足の指ゆびの間あいだがじゃりじゃりするのでした。

　砂さ丘きゅうは風かぜで形かたちを変かえ、まるで砂さ丘きゅう自じ体たいが動うごいているようです。景色けしきが変かわり、どこにむかっているのか、わからなくなります。

　そのとき、レーブンがとつぜん、喜よろこんで飛とびあがりました。

「あっ、あれ！」

　エルフも顔かおを上げて、レーブンの見たものを目にします。

「湖みずうみ！」

　すぐ先にあるのは、うつくしく、ゆらめく湖みずうみ。冷つめたい水をたたえて、とてもみりょく的てきです。

「行いこう！」ふたりしてさけび、残のこる力をふりしぼりながら、一いち番ばんに飛とびこもうと走はしります。
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　ダッと走はしって、パッと湖みずうみに飛とびこんだそのとき、ふたりの下から水が、すっと消きえました。

「なんなの!?」

　エルフはさけぶと、おこって耳が真まっ赤かになり、火がつきそうです。

　レーブンは、なにも言いいません。頭あたまから飛とびこんだので、砂すなにつっこみ、足だけが天をさしています。

　その足がぴょこぴょこ動うごき、エルフはため息いきをつくと、引ひっぱりだしてあげました。

「ぺっぺっ。なにがどうしたんだ？」

　レーブンは、砂すなをはきながらききました。

　エルフの目がおこっています。

「んもうっ、砂さばくのバカ。だまされたわ。水があったと思おもったのに、まさか次つぎの瞬しゅん間かん……。」

「消きえたんだ。うう。砂さばくのバカ。」

　チュウ！　とラットくん。

「今いま言いったのは……。」

「うん、わかるわ。砂さばくのバカ、でしょ。」

「うん。バカよりもっとひどい言こと葉ばだったけど。」

「レーブン、わたし、もう……。」

　エルフは言いいかけて、パタッと砂すなにたおれると、動うごかなくなってしまいました。
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　レーブンは、パニックにおちいりました。

「エルフ！　起おきて！　わかるよ、暑あついし、たいへんだし。でも、目を覚さまして！　ぼくをおいていくな！」

　そして、あらゆることを、試ためしました。

　顔かおを上うわ着ぎであおぎ、あせで目にはりついた髪かみを引ひっぱり、先の丸まるいブーツをぬがして、足の指ゆびをくすぐりました。くつと同おなじようにかわいらしい丸まるい指ゆびです。

　なにをやっても、ダメです。

　レーブンは、エルフを起おこすのに集しゅう中ちゅうしていたので、後うしろからなにか大きなものがやってきて、日ひ差ざしをさえぎったのに気がつきませんでした。

　エルフに人じん工こう呼こ吸きゅうをしようとしたそのとき、さっきよりも日がかげっているのに気がつきました。

「エルフ、目を覚さまして！　太たい陽ようがしずんだ。」

　エルフは、ねむそうに目を開ひらきます。上じょう体たいを起おこしましたが、

「らくだ。」

と言いうと、またくずれおちてしまいます。

「え？」とレーブン。

　すると、後うしろから、鼻はなをならす大きな音。ふりむいて、声こえをあげました。大きなけものが、ぬっと立っていたのです。
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　チュウ！　ラットくんはレーブンの上うわ着ぎの下にかくれました。はじめて見る生いき物ものでしたが、どうやら、食たべたり、かじったり、という気はなさそうです。けものには丈じょう夫ぶな歯はがそろっていて、もぐもぐかじるのにうまくできているようですけれど。

　けものの背せ中なかには、くらのようなものがのっていて、足は四本。ひづめは二つにわかれており、ブラシのような尾おがついています。

「わかった、きみがサソリだ！」

とレーブン。けものがふんっと鼻はなを鳴ならし、それをきいていたエルフは頭あたまをかかえました。

　エルフは起おきあがり、まばたきして言いいます。

「レーブンて、ときどき、ほんとに世せ間けん知しらずよねえ。」

「エルフ、きみ、もう平へい気きなの？」

「レーブンが心しん配ぱいで、気き絶ぜつもできないわ。これは、ラクダよ。」

　ラクダが、鼻はなを鳴ならします。

「ラクダ？」

「ラクダよ。絶ぜっ対たいラクダだわ。」

「ラクダって、どんななの？」

「背せ中なかにこぶがあってね、こぶに栄えい養ようをたくわえているから、こんな砂さばくでも元げん気きに走はしれるの。よかった、レーブン。『乗のせて』ってたのんでよ。」

「たのめるかなあ。」

　レーブンは、おずおずとラクダに近ちかづきます。

「あっ、名な札ふだがついてるよ。」

　ラクダは首くび輪わをしていて、小さな名な札ふだがついています。

「ええと……『持もち主ぬし：Ｔティー．Ｔティー．』だって。だれだろう。」

「きいてみれば？　レーブンは、動どう物ぶつと話はなしができるんだから。」

「正せい確かくには、言こと葉ばを使つかわなくても、動どう物ぶつの言いいたいことが、わかるんだ。それで、動どう物ぶつのほうも……。」

「レーブンの言いうことがわかるのね。前まえにきいた。それはともかく、ラクダは人を乗のせられるから、『砂さばくの中ちゅう心しんまでつれていって、その後あと、帰かえりも乗のせて』って、たのんでみて。」

　レーブンは、ぱちくり。ラクダを見ます。ラクダも、レーブンを見下ろします。その顔かおは、「おこってる」としか言いいようがありません。

「ラクダ……ラクダさん！　あのう、お願ねがいがあって、その……。」

「もお、早く！　また、たおれちゃいそう。」

とエルフ。

「せかすなよ。」

　レーブンは、近ちかよって、ラクダの耳に、ごにょごにょ話はなすと、一いっ歩ぽ後うしろにさがりました。ラクダは、ふたりの顔かおを見て、鼻はなを鳴ならすと、足で砂すなをかきました。

「『いやだ』って。」

「え？」

「本ほん当とうにしゃべったんじゃないけど、でも……。」

「もしかしたら、ラクダのしゃべる言こと葉ばが、レーブンとちがうとか？　言いいたいことは、やって見せたらわかるんじゃないかな。背せ中なかに乗のってみましょ。それで、わかってくれるわよ。」

　レーブンは、「言こと葉ばじゃないのに」と思おもいましたが、エルフは「また気き絶ぜつする」とおどかして、ふたりは、ラクダの背せに乗のることにしました。

　さて、今いままでの冒ぼう険けんでも出てきましたが、レーブンはのぼるのが得とく意い、ラットくんもかなり得とく意いですが、エルフは、てんでダメです。そんなわけで、ラットくんとレーブンは、あっという間まにラクダの背せに乗のりました。背せ中なかには、じゅうたんがかかって、座すわるところ、ロープ、木の取とっ手てがあります。エルフを見下ろすと、エルフは砂すなの上でぴょんぴょん飛とびはねて、ぷんぷんしていました。

　日やけのせいだけではなく、耳の先の色いろが、五分ふん前まえよりもぜったい赤くなってるとレーブンは思おもいました。このままでは、まずい。

「ほら！」

と、手を差さしだします。座すわるところから落おちないようにしがみつきながら、片かた手てをエルフにのばします。

「もう少すこし飛とびあがれば、ぼくがつかんでひっぱりあげ……あっ、あれ！」

「え!?　なに、なに？」

　エルフはふりむき、レーブンが見たものをさがしました。しかし、目に入るのは砂さばくだけ。

「オ……オニ！　オニオニオニ！　あいつら、また来きた！」
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　レーブンはさけびながら、おおあわてで、エルフをラクダに乗のせようとします。

　やっとエルフにも見えました。オニたちがどかどかと砂さ丘きゅうをくだり、まっすぐこちらへむかってきます。「おそろしの森」のときから、ずっとふたりを食たべようと追おってきている、あのオニたちです。

「ぼくらの足あとをたどってきたんだ！　ひええ！」

「急いそいで！　引ひっぱって！」

　レーブンが助たすけて、なんとかエルフもラクダの背せ中なかに乗のれました。

「さあ、行いきましょ！」

「でも、走はしってくれない！」

「近ちかづいてくる！」

「たのんで！」

「たのんでるって！」

　オニたちが、坂さかをのしのし、のぼってきます。

「よい子のみなさん、こんばんは♡」

「夕ゆう飯はんだ！」

「わたしが華か麗れいに料りょう理りしてくれるっ！」

　オニたちは、ニヤニヤ笑わらいながら近ちかづいてきます。

「ひえええええ！」

「ラクダさん、早く！　走はしって！」

　レーブンとエルフはさけんで、ラクダをけったり、たたいたり……、ついに、ラットくんがラクダの尾おのほうへ走はしり、するどい二本の前まえ歯ばで、思おもいっきり、おしりにかみつきました。

　効こう果かばつぐん。

　花はな火びにくくりつけられて打うちあげられても、こんなに加か速そくできないでしょう。ラクダは、どぴゅ[image: ]んと砂すなの上を走はしり、レーブン、エルフ、ラットくんは、命いのちがけでしがみつきました。
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　ラクダは止とまりません。止とまる気け配はいすらなく、えんえん、えんえんと走はしると、ようやく止とまったころには、またとっぷりと日がくれ、みんなラクダの背せ中なかから転ころがりおちて、ねそべりながら夜よ空ぞらを見上げました。

「レーブン」

とエルフが、静しずかに声こえをかけます。

「なんだい、エルフ？」

「おしりが痛いたいの。」

「ぼくもだよ。あのラクダめ。あしたは、もっとゆっくり走はしれないか、たのんでみよう。」

「オニたちは、ずっと遠とおくかなあ。」

「うん、絶ぜっ対たいそうだよ。ラットくんのおかげだね。」

　チュウ！　と、ラットくんがうれしそうに鳴なきました。おしりは痛いたいけど、ねむったときは、みんな、にこにこしていました。
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　次つぎの日、目を覚さますと、ラクダはいなくなっていました。

「もおっ、レーブンが、なにかにつないでおかないからよ！」

「そりゃあ、そうだけど、『なにか』ってなんだよ。まわりを見てみろよ。」

　ふたりは、広ひろい広ひろい砂さばくにいて、どちらを見ても砂すなばかり、ほかのものはなにもありません。

「レーブンがもっといっぱい話はなしかければ、行いかないでってたのめたかも……。」

「そうは言いってもさ、まったく話はなしが通つうじないやつだったから。ま、とにかくラクダぬきでも出しゅっ発ぱつしたほうがいい。少すくなくとも、ぼくらのおしりも今日きょうは、そんなに痛いたくないし。」

　エルフは不ふ安あんそうでした。レーブンにも、その理り由ゆうがわかります。食たべる物ものもなく、飲のむ水もなく、『さまよう砂さばく』であと一日でも生きていられたら幸こう運うんというものです。

　レーブンが言いいました。

「あのラクダもどこかから来きたんだよね。名な札ふだをつけていたもんな。Ｔティー．Ｔティー．って、持もち主ぬしがいるんだよ。にげてきたんだろうな。」

「おこりっぽいから、追おいだされちゃったのかもよ。」

「いずれにしても、どこか近ちかくに持もち主ぬしがいるってことだ。だから、ぼくたち、旅たびをつづけて、その人を見つければ助たすかるかも……。」
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　そうして、ふたりは、砂さ丘きゅうの続つづくところをさまよい、砂さばくの中でも平たいらなところへ出てきました。やはり、目に入るものは、砂すなばかり。

　すると、とつぜん、なんの前まえぶれもなく、ふたりの目の前まえで巨きょ大だいな砂すなのかたまりが、むくっと起おきあがりました。かたまりは、人の形かたちになっていき、ついに砂すなの巨きょ人じんとなりました。

「ひええええ！　エルフ、どうにかして。弓ゆみでなんとかして！　弓ゆみで射いってもいいよ！」

　エルフは急いそいで、魔ま法ほうの弓ゆみをレーブンの上うわ着ぎからはずし、砂すなの巨きょ人じんへねらいをつけました。

　巨きょ人じんは、頭あたまの上からおおいかぶさるようにそびえ立ちます。太たい陽ようの光ひかりをさえぎる効こう果かは、ラクダより、ばつぐん。おそろしい顔かおをゆがめ、口から砂すなを飛とばしながら、「があああ」とうなり、近ちかづいてきます。

「急いそげ！」

とさけぶレーブン。エルフは集しゅう中ちゅうしています。魔ま法ほうの弓ゆみは、なにが出てくるか、わかりません。

　いつものように、エルフのうでにある、矢やの形かたちをしたあざが光ひかりはじめました。目に見えない弦つるが弓ゆみにあらわれ、ぼうっと明あかるくかがやきます。

　ヒュッ！

　エルフが弓ゆみを射いり、レーブンが「おっ！」と声こえを上げました。今いままでで初はじめて、本ほん物ものの矢やがあらわれたのです。砂すなの巨きょ人じんへ、まっすぐ飛とぶ矢や。

「やった！　……ひっ！」

とレーブン。矢やが、それた！

　もう一いち度ど、射いるよゆうがあります。今こん度どこそ！

　エルフが弓ゆみを射います。またしても、矢やは正しょう真しん正しょうめいの本ほん物もの、弓ゆみから飛とんでいきます。ヒュッ！
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　今こん度どは、まっすぐ砂すなの巨きょ人じんめがけて飛とんでいく矢や。「やった」と、レーブンが思おもったそのとき、ふたりは恐きょう怖ふにつつまれました。矢やが、砂すなの巨きょ人じんにささったと思おもったとたん、ザッと砂すなを通とおりぬけてしまい、巨きょ人じんには、まったくダメージがないのです。

「うわぁ[image: ]！」

とふたり。砂すなの巨きょ人じんの大きな手がふたつおりてきて、ふたりをつまみあげます。

　砂さばくのはるか上空で、巨きょ人じんはふたりをぶんぶんふりまわし、パクッと口をあけると、最さい初しょにエルフ、次つぎにレーブンとそのポケットにいるラットくんを、あっという間まに口の中にほうりこみました。

　なにもかも砂すなまみれ。なにも見えない、息いきもできない、下へ下へと落おちている感かん触しょくだけ。やがて、ドスン！　と着ちゃく地ちしました。




　ふたりは気を失うしない、目が覚さめると、砂すなの巨きょ人じんの姿すがたはなく、砂すなでできたふつうの大きさの人たちが、ふたりをとりかこんでいました。

　ひとりがさけびます。

「よくも、わしらの砂さばくにやってきたな！　ぬすみに来きたんじゃろう！」

「ぬすむってなにを？　砂すなを？」とエルフ。

「ここは、わしらの砂さばくじゃ！　おまえらにいる権けん利りはないっ！」

　レーブンは、エルフを見ました。

「この人たち、見み覚おぼえない？　マービンさんみたいだよね。あの島しまにいた……。」

「レーブン、そのとおりだわ！　砂すな人にん間げんよ。」

　マービンは、ふたりが海うみで難なん破ぱしたときに、島しまで出で会あった、砂すなでできた人にん間げんです。砂すな人にん間げんマービンは、島しまで、ひとりで暮くらしていました。

「ぼくって、頭あたまいい～。」

と言いって、レーブンはウインクしました。

「そんなの、ふつうだもん。わたしだって、すぐ思おもいつくし。」

　砂すな人にん間げんたちは、ハッとしました。

「今いま、おまえたち、『マービン』って、言いったか？」

「そうです、マービンさんです。ぼくたち、『帰かえらずの海うみ』にうかぶ島しまでマービンさんに会あったんです。マービンさんは、みなさんの仲なか間まなんでしょう？」
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　砂すな人にん間げんは顔かおをしかめます。

「昔むかしはな。だが、あいつは、飛とびだしていったのじゃ。ずーっと前まえにな……。」

　その砂すな人にん間げんは、仲なか間まのほうをむきました。

「このふたり、マービンに会あったんじゃと！」

　すると、みんな集あつまってきて、わいわいがやがや、次つぎ々つぎに質しつ問もんをあびせます。

「今いま、どこにいるんじゃ？」

「元げん気きなの？」

「どこで会あったって？」

「マービンの使つかいで来きたの？」

「ちゃんと食たべてるかなあ？」

「ところで、なんで飛とびだしていったんだろう？」

とひとりが言いいました。

「えーっと、平へい和わで静しずかなのが好すき……とか言いってました。」

とレーブン。

「平へい和わで静しずか？　この砂さばくでは、まったくもって平へい和わで静しずかじゃよ。どういう意い味みなんじゃろ……？」

　エルフとレーブンは、顔かおを見み合あわせ、目を丸まるくしました。それというのも、砂すな人にん間げんとは会あったばかりなのに、さっきから大きな声こえで質しつ問もんぜめにあって、ふたりとも耳がガンガンしてきたのです。

「それはともかく、ふたりとも、……お、三人か！　このチビっこいのは、だれじゃい？　三人とも、食たべたり飲のんだりしたいじゃろう。魔ま法ほうでなにか作つくってしんぜよう。それがいいじゃろ、そうしたいじゃろ？　砂すなの魔ま法ほう使つかいも好すきじゃろ、な？　な？」

　砂すな人にん間げんたちは、えんえんとしゃべりつづけます。レーブンは、耳がへんになりそう、と思おもいました。
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　砂すな人にん間げんの困こまったところは……。言いっちゃ悪わるいけどふたつあるな、とレーブンは思おもいました。まずひとつは、砂すなでできているところです。

　砂すな人にん間げんが砂すなでできている。当あたり前まえかもしれませんが、砂すなでできてない人……この場ば合あいエルフとレーブンとラットくんからすれば、ふだんの生せい活かつがたいへん困こまるのです。

　砂すな人にん間げんの村むらへ行いってみたら、とにかく全ぜん部ぶが砂すなでできています。

　そもそも、ここが村むらなのかどうかも、わかりにくい。エルフとレーブンからすると、砂すながあるだけのからっぽの空あき地ちにしか見えないんですから。

　そして、砂すな人にん間げんは、ずいぶん変かわった人たちだ、とすぐにわかりました。体からだが砂すなでできているだけでなく、持もち物ものや食たべ物ものがすべて砂すななのです。

　たとえば、ちょっと座すわりたいなと思おもえば、砂すながぐぐっとせりあがっていすになり、ちょっとねたいと思おもえば、砂すなのベッドができて、ゆったりと横よこになれます。とはいえ、砂すな人にん間げんは、いつもねるとき、ただザッと砂すなにとけて、消きえたようになるだけなのでした。

　また、砂すな人にん間げんは集あつまれば、大きな形かたちになることができます。エルフとレーブンをつかまえたときのように、おそろしい巨きょ人じんになることもできるのです。

　それから、食たべ物ものです。砂すな人にん間げんが食たべるものは、すべて砂すな。本ほん当とうは食たべる必ひつ要ようもなく、ただ、やることがないので食たべているのです。そのため、本ほん物もののサンドイッチではなく、砂すなでできたサンドイッチを食たべているのでした。
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　ふたつ目に困こまったことは、みんな、だまっていることがないのです。一分ぷんもだまっていません。ずっとしゃべってばかりいて、ほかの人の言いうことをきいてないし、三十分ぷんもするとレーブンは、さけびだしたくなりました。

　一いっ方ぽう、エルフは、おなかがすいて、気き絶ぜつしそうになっています。

「どうか……どうか、食たべ物ものを作つくってください。砂すなでできてないやつを……。」

「砂すなでできてないやつじゃと？　なんでそんなものがいるのじゃ？」

と近ちかくにいた砂すな人にん間げん。

「わたしたち、砂すなは食たべられないんです。マービンといっしょに島しまにいたときは、おいしい食たべ物ものを魔ま法ほうでいっぱい作つくってくれたけど、どれも砂すなじゃありませんでしたよ。」

「そうなのか？　すごいのう。マービンはいつもデキるやつだったからのう。」

「ふつうの食たべ物ものを作つくることも、できるんですよね。」

とレーブンも心しん配ぱいそうに言いいました。

　砂すな人にん間げんは、肩かたをすくめました。

「わしらのふつうの食たべ物ものは、砂すななんじゃ。すまんな。」

　ふたりは、ぐうぐう鳴なるおなかをかかえて、うなりました。
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　次つぎの日の朝あさ、エルフとレーブンは、ぐったりしていました。砂すな人にん間げんたちが、夜よる中じゅうずっと話はなしていて、ちっともねむれません。ラットくんも、うんざりしているようです。耳をしっぽでふさぎたいのに、片かたほうの耳しかふさげないので、あっちの耳こっちの耳と交こう代たいでふさいで、一ひと晩ばん中じゅう、ずっともぞもぞしていたのです。

　ようやく、砂すな人にん間げんのひとりがだまり、レーブンが質しつ問もんするすきができました。

「砂さばくの中ちゅう心しんって、どこにあるかご存ぞんじですか？」

　砂すな人にん間げんは、砂すなの顔かおをこすります。

「わからん。しかし、なんでそんなところに行いきたいんだい？」

「行いかなきゃいけないんです。『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』が、そこにあるときいたんで。」

「へえ。そりゃ、なんだい？」

　エルフとレーブンは、困こまってしまいました。

「よくわからないんです。」

とエルフ。

「よくわからないのに、なんでそれがほしいんだ？」

「どんなものかはわからないんですけど、でも、ゴブリン・キングと戦たたかうのに必ひつ要ようなんです。」

　すると、砂すな人にん間げんたち全ぜん員いんがピタッと話はなしをやめました。シーン。そして、小さな声こえでブツブツ……。エルフとレーブンの耳にもポツポツきこえてくるのは、おそろしい敵てきの名な前まえ！

「ゴブリン・キングを知しっているんですね！」

とエルフ。

「もちろん、知しってるとも。ゴブリン・キングのことなら、よく知しっている。やつのせいで、ここは砂さばくになり、やつのせいで、わしらはここにいて、やつのせいで、砂すな人にん間げんは砂すな人にん間げんになったのだ。」

　それから、砂すな人にん間げんたちは、ゴブリン・キングのせいで「さまよう砂さばく」ができた、悲かなしくも長ながい物もの語がたりをきかせました。

「ここはな、昔むかしは砂さばくなんかじゃなかったのだよ。広ひろい森だったのだ。」

「森!?」

「ここには、豊ゆたかな森が広ひろがっていて、わしらはそこで暮くらし、なにもかも平へい和わだったのだ。ところが、ある日……、ずっと昔むかしのことだが……、ゴブリン・キングが巨きょ人じんたちを送おくりこんで、木を全ぜん部ぶ引ひっこぬいてしまったのさ。」

「ぼくたちの森も、そうです！　いや、そうなりそうだったんです。」

　砂すな人にん間げんは、続つづけます。

「木が全ぜん部ぶなくなったらな、動どう物ぶつたちが消きえ、草もふきとばされ、何なん年ねんもたつうちに、おそろしい死しの砂さばくになってしまったのだ。幸こう運うんにも、ひとりの魔ま法ほうを使つかう者ものがあらわれて、砂さばくでも生きていけるようにと、わしらを砂すな人にん間げんに変かえてくれたのだ。それからずっと、わしらは、この姿すがたなのさ。」

　エルフとレーブンは、顔かおを見み合あわせました。目が、まん丸まるです。

「じゃあ、ぼくらがゴブリン・キングを止とめなければ、世せ界かい中じゅうが、そうなっちゃうってこと!?」

　エルフがうなずき、話はなしてくれた砂すな人にん間げんにむかって言いいます。

「だから、わたしたち、ゴブリン・キングを止とめなきゃいけないんです！　だから『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』が必ひつ要ようで、だから、わたしたち、『さまよう砂さばく』の中ちゅう心しんに行いかなきゃいけないんです。」
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「ああ、そんな……危き険けんすぎる……。」

と砂すな人にん間げんたちは、口ぐちに言いいます。

「勝かてるわけがない。」

「砂さばくの中ちゅう心しんなんて、だれにもわからない……。」

「だれにもだ！」

「だれにも、だれにも……でも、あの人なら……。」

　レーブンがききます。

「あの人って!?　あの人って、だれですか？」

　エルフもききます。

「だれか知しってるなら、教おしえてくださいっ！」

「うむぅ……そんなに死しにに行いきたいなら教おしえてやる。ジーンをさがしてみろ。」

「ジーン？　どんな人ですか？」

「魔ま人じんジーンは、すごい魔ま法ほうを使つかう、かしこい女だ。わしらを砂すな人にん間げんにしてくれたのも、彼かの女じょだ。あの人なら、なんでも知しっているし、助たすけてくれるかもしれない。

　ただし、住すんでいるのは、ここから遠とおくはなれた、北きたの砂さばくにあるどうくつだよ。しかし砂さばくは動うごくし、たどりつくまでに、のどがかわいて死しんでしまうよ。」

「行いき方かたをきいて、水のボトルをもらえば、ぼくたち、行いけます！　助たすけてください。ゴブリン・キングが世せ界かいをこんなふうにしてしまう前まえに！」

　砂すな人にん間げんたちは、おたがいしゃべりはじめ、しばらくかかりましたが、最さい後ごには、みんな賛さん成せいしてくれました。

「よろしい。水を用よう意いしよう。それから、日ひ焼やけしないようにパラソルもいるな。何なに色いろがいいかな？」

「じゃあ、本ほん当とうに助たすけてくれるんですね!?」

とレーブン。

「うん。行いき方かたも教おしえてやるから、迷まよわないように、がんばって行いくんだぞ。」

　エルフも言いいました。

「約やく束そくします。たいへんだと思おもうけど。砂さばくって、本ほん当とうに変へんなんだもの。湖みずうみがあったと思おもえば、消きえちゃうし。」

　砂すな人にん間げんたちは、大おお笑わらいしました。

「もおっ、おかしくなんか、ないんだからっ！」

　エルフの耳が、うっすら赤くなってきました。砂すな人にん間げんのひとりが言いいます。

「蜃しん気き楼ろうと言いうのよ。砂さばくで迷まよっていると、ときどき起おきる現げん象しょうなの。実じっ際さいにはそこにないものが、見えるの。ひっかかったのは、あなたたちが初はじめてじゃないわ。」

　エルフとレーブンは、ぽかーんとして顔かおを見み合あわせました。

「変へんなところだねえ。」

とレーブンが言いい、エルフもうなずきます。

「早く魔ま人じんジーンを見つけて、ここから出るほうがいいわね。」

「エルフの言いうとおりだね！」

「でしょ！」

　エルフは、うれしくなって言いいました。

「どうやって、ジーンを見つけたらいいんですか？」

とレーブンがききます。

「砂さばくの北きたには、岩いわの小こ山やまがつらなってるところがあって、そのあたりのどこかにある、秘ひ密みつのどうくつに住すんでいる。しかし、どうくつに入る前まえには、秘ひ密みつの合あい言こと葉ばを言いわないと入れない。」

「合あい言こと葉ばって……？」

とエルフ。

「それを、わしらが知しっていたら、秘ひ密みつでもなんでもないだろう。」

　それ以い上じょうは、話はなしてもしかたありませんでした。エルフとレーブンは、秘ひ密みつの合あい言こと葉ばになりそうなことをぜーんぶ考かんがえて、どうくつについたら試ためしてみることにしました。

　策さくというほどの策さくにもなりませんが、ほかの策さくもないのです。
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　バカなことをしているのかもしれません。北きたの砂さばくへはるばる行いって、魔ま人じんジーンの住すむ、秘ひ密みつのどうくつをさがしだそうとしているのです。案あんの定じょう、砂すなの村むらを出て半はん日にちたったら、エルフとレーブンは道みちに迷まよっていました。かわいいピンクのパラソルを差させば、日よけにはなりましたが、暑あついし、つかれるし、正しょう直じき、うんざりです。

　水もなくなってきていました。

「レーブン、わたし、砂さばくきらい。」

　レーブンはつかれて、返へん事じもできませんが、なんとかため息いきをつきます。

「ぼくも。でも、もしぼくたちでゴブリン・キングを止とめられなかったら、世せ界かい中じゅうがこうなってしまうんだ。」

「わたし、ゴブリン・キングもきらい。」

　レーブンは答こたえずに、熱あつい砂すなをふみしめ、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、歩あるきます。

　砂すな人にん間げんたちが北きたの方ほう向こうを教おしえてくれましたが、今いまもその方ほう向こうにむかっているのかどうか、よくわかりません。

　レーブンが、うめきました。

「なんて場ば所しょだ。なにもない。砂すなばかりだ。止とまって、太たい陽ようをさけるところもない。」

「あるわよ！　ほら！」

　エルフが大きな声こえを出しました。指ゆびさす先に、小さな砂すなの丘おかがあり、そこだけ木が立っています。

「ね!?」

「やった！　あそこまで行いけば、木かげで休やすめるね。行いこう！」

　ふたりは、木こ立だちにむかって走はしります。すると！

　ゆらり。と、空中にかき消きえるように、木のあった砂さ丘きゅうが消きえました。

「いやーっ！　あれも蜃しん気き楼ろうとかいうやつなの!?」

「蜃しん気き楼ろう……まただ。ぼくもう、砂さばく、きらい。きらいきらい大きらい。」

「それに、秘ひ密みつのどうくつを見つけたとしても、合あい言こと葉ばを当あてなきゃいけないのよね。」

「合あい言こと葉ば……『ひらけゴマ』とか？」

「そうそう、『アブラカタブラ』とか。」

「それ、かっこいい！　『ケサランパサラン』とか？」

「悪わるくない。じゃ、モンキー・ウッキー・ウッキッキー！」
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「……くだらない。」

「そんなことないよ。じゃあ、もっといいの、言いってみな。」

「ネッシー・クッシー・チュパカブラ!!」

「チュパカブラじゃないな。ワレワレハ宇う宙ちゅう人じんダ？」

「それも、ちがうと思おもうけど！」

　エルフは、くすくす。

　すると、急きゅうに笑わらうのをやめ、レーブンも真ま顔がおになります。

「やっぱり、合あい言こと葉ばがわからなきゃ、どうにもなんない。」

　レーブンがまばたきし、ラットくんが悲かなしそうに、チュウ！

「まさか、ラットくんも、『困こまった』って言いってるの!?」

　レーブンは、うなずきました。

「あとね、もしかしたら合あい言こと葉ばは『ジーン』なんじゃないかなって。」

「ジーン？　それは魔ま人じんの名な前まえでしょ。」

「そうかもって、ラットくんは言いっただけだよ。『ジーン』とか、そんなような……『大だい魔ま人じんジーン』とか、『ジーン大だい魔ま人じん』じゃないかって。」

　エルフは、はあと息いきをついて、

「『ジーン大だい魔ま人じん』？　そんなわけ……。」

　エルフが言いいかけたところで、大きな地じひびきがして、地じ面めんがゆれはじめました。

　砂すながうずを巻まき、目の前まえに、先のとがった岩いわがズズズと地じ面めんからせりあがってきます。

　しばらくして地じ面めんのゆれがおさまり、砂すなも動うごきを止とめ、ふたりと一ぴきは、声こえもなく大きな岩いわを見つめました。

「えっと……」とレーブン。

「なんてこと！　合あい言こと葉ばは、秘ひ密みつのどうくつを見つけるためのものだったのね！」

「ラットくんが、当あてたんだ！」

　レーブンが笑わらいます。

　岩いわには、どうくつの入り口が、ぽっかりと開あいています。

「中は暗くらそうだね。暗くらいよ、こわいよ。」

「レーブンてば、行いかなきゃダメってわかってるでしょ。中は、すずしいわよ。暑あつい外そとにいるほうがいい？」

　レーブンは、こわごわ、どうくつをのぞきこみます。

「ぼく、ここにいて、日やけしていようかなあ。」

　エルフが、ジロッと見ます。耳が赤くなってきました。
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「レーブン！　行いかなきゃってわかってるでしょ！　魔ま人じんジーンを見つけて、協きょう力りょくしてもらわなきゃ。ちっちゃな子どもみたいにおびえてないで、さ、入るわよ。」

　レーブンは、目をぱちくり。おびえた小さな声こえで言いいます。

「わかった。行いけばいいんだろ。ラットくん、ポケットに入ってるほうがいいよ。暗くらいから、ふんづけられないようにね。」

　手に手をとって、エルフとレーブンは、ぬき足さし足、どうくつへ入ります。

　ふしぎな場ば所しょです。暗くらいかと思おもったのに、入ってみるとそんなに暗くらくないのです。でも、なにがあるかわかりませんから、手はぎゅっとつないだまま、奥おくへ奥おくへと進すすみます。入り口から遠とおざかっても、あたりのようすが見られます。

「この明あかり、どこからくるんだろう。」

とレーブン。

「まわりじゅうが光ひかってるみたい。ほら。」

　そのとおり。どうくつの岩いわが内うち側がわから、魔ま法ほうのように光ひかっています。

　しかし、明あかりで見えるものも、またこわいのでした。というのは、どうくつのゆかは、一いち面めん骨ほねだらけだったからです。人の古ふるい骨ほねに見えます。

「この骨ほねって……」とレーブン。

「ちがうっ、ちがうもん。きっと動どう物ぶつの骨ほねだもん。」

　チュウ！　とラットくんも、楽たのしそうではない声こえ。

「ジーン？」とエルフ。

「シー！　きこえちゃうだろ。」

「きいてもらいに来きたんでしょ。もお、こわがってないで、いっしょに呼よんでよ。」

「その必ひつ要ようはない」

とレーブン。

「どういうこと？」

「見つけた……と思おもう。」

　レーブンは、ひざまずき、どうくつのゆかの上から、なにかを拾ひろいあげました。

　ガラスの小さなビンです。中には、小さな人がいます。女の子です。

　レーブンがガラスを顔かおの高たかさに持もちあげると、その人はガラスごしにふたりをにらみつけ、とても機き嫌げんが悪わるそうに見えました。というより、おこっています。

　エルフが言いいました。

「おとぎ話ばなしの、ランプの精せいみたい。ビンに閉とじこめられているのね。」
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　魔ま人じんジーンは、とても小さい。プンプンおこっています。コルクの栓せんでビンに閉とじこめられていますが、エルフとレーブンは、ジーンのことが、もうこわくなってきました。

　ジーンは、ビンの中で両りょう手てをふりまわしていますが、なにを言いっているのかきこえないし、くちびるの動うごきを読よむこともできません。おこってピョンピョン飛とびはねているのだけは、わかりました。

「ムリもないわ、ビンの中に閉とじこめられているんだもん。」

「砂すな人にん間げんたちは、なんで言いってくれなかったんだろう。」

「え？　『ビンに入っているよ』って？　うっかりしたんじゃないかしら。」

　エルフは言いいました。

「やることは、ひとつ。ジーンを外そとに出してあげるの。」

「それ、いい考かんがえだと思おもう？」とレーブン。

「いい考かんがえかどうかはわからないけど、それしかないでしょ。ここから出してあげないと、話はなしができないもの。」

　ビンの中のジーンは、ますます機き嫌げんが悪わるくなり、激はげしくうでをふっています。

「ぼくたちがしゃべっていることは、きこえていると思う？　紙かみに字を書かいてさ、ガラスビンごしに見せるのは、どう？」

「ごちゃごちゃ言いわないの。」

と言いって、エルフはビンのコルクをぬきました。

　ポンッ！　稲いな妻ずまがピカピカと光ひかり、むらさきと緑みどりのけむりがもくもくとたちこめたかと思おもうと、次つぎの瞬しゅん間かん、元もとの大きさになったジーンがふたりの前まえに立っています。

　元もとの大きさといっても、ジーンは、そんなに大きくなく、エルフの半はん分ぶんくらいの背せの高たかさです。ぽっちゃりして、短みじかい緑みどりの髪かみを、頭あたまの上で結むすんでいます。気が短みじかいようです。

「や[image: ]っと出られた！　どんだけ長ながく、このビンに閉とじこめられていたと思おもってんのよっ？」

とジーン。

「わたしたちのせいじゃないでしょっ。」

　レーブンの頭あたまには、ジーンとエルフがけんかをはじめるシーンがうかび、あわててふたりを落おちつかせようとします。

「もう外そとに出たじゃないですか。よかったですね！」

「よかったですね!?　よかったなんて、なにさまのつもりだいっ！　あたいのことに首くびつっこんで。よかったなんて、とんでもない。このビンの中に十年ねんも入ってたんだから！　ん？　九年ねんかな、十一年ねんかな？　とにかく、よかったねなんて、まったくもう。言いっとくけどねえ、……」

「わたしたち、別べつに出してあげる義ぎ理りもないし、そもそも、中にいたのもわたしたちのせいじゃないし、感かん謝しゃしてくれてもいいんじゃないかしら。」

　ジーンは、ぴたっとしゃべるのをやめて、ぶーたれた顔かおで、小こ声ごえでなにか言いいましたが、きこえません。

「なんて言いったの？」とエルフ。

「『ありがと』って言いったのよ。なんてこった、あんたたちがビンから出してくれたんだから、お礼れいに願ねがいを三つ、かなえてやるよ。」とジーン。

「願ねがいを三つ！　すごい。本ほん当とうにいいの？」とエルフ。

「いいわよ。なんといっても、あたいは、魔ま人じんジーンだもん。ただね、願ねがいの内ない容ように気をつけなさいよ。あたいは、何なん度どもつかまってるからわかるんだ。みんなバカなこと言いって、台だいなしにするんだから。」

　エルフは、レーブンを見ました。

「わお！」

「そのビンを手でさわって、願ねがい事ごとを言いうんだよ」とジーン。

「すっげえ！　ビンかして。ぼく、言いうことあるんだ。こういうの、ずっと考かんがえてたんだよ。」

「そうなの？」とエルフ。

　レーブンは、エルフのビンを取とりました。

「まかせとけって！」

「あの……レーブン。」

とエルフは、言いいかけましたが、レーブンがひとつ目の願ねがい事ごとを言いうほうが、早かったのです。

「願ねがい事ごとを、千せん個こかなえられますように！」

　ジーンが、「あちゃー」と言いいました。

「ね！　いいアイデアでしょ！　これ、アリでしょ？」と、レーブン。

　ジーンは、ビンを、つめでトントン。

「使し用よう上じょうの注ちゅう意いって、小さい字でここに書かいてあるだろうが。今いまのはダメだ。願ねがい事ごとひとつ、むだに使つかったな。」
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「もう、レーブンったら！」

　エルフは、レーブンからビンを取とりあげ、

「レーブンが、いつもおバカじゃなきゃいいのに！」

と言いってから、ハッとして、エルフは手で口をおおいました。

「エルフ！」

　レーブンもさけびました。ジーンが笑わらいます。

「もう、おそい。ふたつ目の願ねがいは、それになった。わかっただろ。みんな、そんなふうに、やらかすんだ。いっつもそうだ。」

　エルフとレーブンは、ジーンをじーっとにらんで、顔かおを見み合あわせました。

「しゃべっちゃだめだ」とレーブン。

　しゃべらないまま、うなずくエルフ。

「まず、小さい字を読よんでからだ。」

「いい考かんがえね。」

　エルフは、また手を口にあてました。

　いっしょに、ビンの小さな字を、声こえを出さずに読よみます。






１．願ねがい事ごとについての願ねがい事ごとはできない。

　　ｅイー．ｇジー．願ねがい事ごとの数かずを増ふやすことはできない。








「だから、ぼくの願ねがいはダメだったのか。」

「見て！　ｅイー．ｇジー．って、elfエルフ girlガールのことじゃない？　エルフの女の子、つまり、わたしのことかな。」

「バカな。これは『たとえば』って意い味みだよ。ラテン語ごなんだ。exempliイグゼンプリ gratiaグラーティアの、ｅイーとｇジーだよ。」

　エルフは、目を丸まるくしてレーブンを見ました。

「ラ、ラ、ラテン語ご？　レーブン、いつからラテン語ごなんて？」

「シーッ。続つづきを読よもう。」






２．ビンの精せいに関かんする願ねがい事ごとはできない。

３．願ねがい事ごとは、取とりけし不ふ可か。








「不ふ可か？　どういう意い味み？」とエルフ。

「『できない』ってこと。つまり、一いち度ど言いったら、なかったことにできないってことだよ。」

　エルフは、レーブンをまじまじと見ました。

「ねえ……、あなた、急きゅうに頭あたまが良よくなってない？」

「シーッ！　最さい後ごまで読よもう。」

　ジーンが口を出しました。

「そうしとくれ。あたいは、行いかなきゃいけないところも、会あいたい人もいるんだ。十年ねんもビンに入れられていたんだからね。そうだ、うちのオーブンでグラタンを焼やいてるままだったよ。」

　とりあえずジーンのことはほっといて、ふたりは小さな字を最さい後ごまで読よみます。ビンの小さなラベルに、小さな小さな字で書かいてあるのです。






４．このビンの製せい造ぞう者しゃは、願ねがい事ごとに対たいし、一いっ切さいの責せき任にんを負おいません。

　　用よう法ほうを守まもって正ただしくお使つかいください。よろぴく。








「うーん、この条じょう件けんは……。」

「レーブン、わたしたち、慎しん重ちょうに考かんがえなきゃ。あと一個こしか願ねがい事ごとが残のこってないんでしょ。いいやつ考かんがえないと。じゃないと……。」

「じゃないと……？」

とレーブンはききましたが、エルフは答こたえませんでした。

　というのも、そのとき、おそろしいほえ声ごえがしたからです。ガアアと、なにかのほえる声こえが耳をつんざき、どうくつにこだましました。

　耳みみ鳴なりがしながら、エルフとレーブンがふりむくと、大きなドウクツライオンがこちらへ走はしってきます。開あいた口には、キラリと光ひかる長ながいキバ。

「ひえええ！」

　レーブンがさけびます。

　ライオンは、パッとふたりに飛とびかかりました。
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　ライオンは、考かんがえられないほど大きく、どう猛もうで、はらぺこでした。泣なきそうになっているレーブンめがけ、ライオンは空中に飛とびあがり、おそいかかりました。レーブンが、しりもち。エルフにできるのは、ひとつしかありません。

　エルフは、ビンをぎゅっとつかみ、大きな声こえで言いいました。

「あのライオンが消きえますように！」

　そして、願ねがいは、かないました。ライオンが、スッと消きえたのです。

　魔ま人じんジーンが、ためいきをつきました。

「ほらね、三つの願ねがい事ごと、全ぜん部ぶ使つかいきっちゃった。いっちょうあがり。さよなら。」

　レーブンは、まだ地じ面めんにねていましたが、飛とびおきました。

「ちょ、ちょっと待まって。」

「ちょっとも、待またない。ビンから出してもらったお礼れいに、三つのお願ねがいをかなえてあげて、あたいは、晴はれて自じ由ゆうの身みさ。」

「それはそうだけど、いなくなる前まえに、ひとつだけ教おしえてほしいんだ。」

「なーんで、教おしえなきゃいけないのさ。」

　ジーンが空中で手をふると、まわりのどうくつが消きえてゆきます。

　ポン！　みんなが立っているのは、さきほどまでいた暑あつい砂さばく。ジーンは、妖よう精せいのようにふわりと空中へうかび、飛とんでいこうとしました。

「お願ねがい！　わたしたち、どうしても教おしえてほしいことがあるんです。」

「『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』、どうやって見つけたらいいんですか？」

「んー、そうかい？　なんであたしが教おしえなきゃいけないんだい。」

「教おしえてよ！」とエルフ。

「ゴブリン・キングと戦たたかうために必ひつ要ようなんです！」とレーブン。

「たしかに三つのお願ねがいは使つかいきっちゃったけど、でもでも、あれじゃあ、あんまりよ！」

　ジーンは、ふたりをじっと見つめます。

「そうだねえ、三つのお願ねがいは、あんたたち、ヘタもいいとこだったけど、でもまあ、ドウクツライオンのときは、あんた、よく思おもいついたね。ああいうときって、みんなだいたい食たべられるんだ。」

「う……ありがとう。じゃあ、教おしえてくれますか？　お願ねがいします。」

とエルフは言いいました。

「『月のなみだ』と『歌うたう剣つるぎ』だろ。かんたんさ。月がのぼるのを待まち、月にむかって歩あるいていけばいい。月は夜よるの間あいだに動うごくけど、それでも月を追おいかけ、太たい陽ようがのぼれば、動うごかずに次つぎの夜よるを待まつ。そうしてるうちに、やがて砂さばくのオアシスに着つく。砂さばくの砂すな山やまは動うごくからね、月の導みちびきに従したがうんだ。」

「オアシスってなあに？」

とエルフ。

　レーブンが解かい説せつしました。

「オアシスとは、砂さばくの中で、まれに見つかる泉いずみのこと。まわりに木も生はえ、砂さばくを行いく旅たび人びとには命いのちづななんだよ。」

「やっぱり頭あたまいい……」エルフは、またレーブンの顔かおをまじまじと見ます。

　ジーンが言いいました。

「そのとおり。『月のなみだ』は、そのオアシスの水だよ。魔ま法ほうの力があるんだ。『歌うたう剣つるぎ』は、泉いずみから生はえた木のてっぺんにささっている。以い上じょう、おしまい。」

　ジーンは、ふわりと高たかくういて、手をふります。
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「んーとだ、あたいを自じ由ゆうにしてくれて、ありがとよ。」

　自じ由ゆうになれて、ジーンはずいぶんとごきげんのようです。

「どういたしまして」とレーブン。

「ひとつだけ言いっておくよ。気をつけて。オアシスは、みかけほど平へい和わじゃないからね。気をつけるんだよ。」

　そう言いうと、ひらりと、飛とびさっていきます。エルフとレーブンは、大きな声こえでききました。

「どういうこと!?」

「なにがあるんですか？　どんな危き険けんがあるんですか。」
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　しかし、ビンの魔ま人じんジーンはもういません。はなれたところに、ふたりのピンクのパラソルが落おちていました。

　レーブンが言いいます。

「なんて変へんな話はなしだろう。それに、三つの願ねがい事ごとをすっかりむだにしちゃった！　『ゴブリン・キングが消きえてしまいますように』っていうだけでよかったのに。そして、『家いえに帰かえれますように』って。それでも、あとひとつ残のこってたのに。」

　レーブンは、首くびをかしげて、悲かなしそうに見えました。

「ぼく、おバカでごめん。エルフ。ぼくのせいだ。」

「ううん、そんなことない。わたしだって、悪わるかったわ。」

「きみのおかげで、ライオンから助たすかったんだ。ふたつの願ねがいはむだにしたけど。」

「あんなふうになるって、わからなかったもの。むだにしちゃったね、ひとつ目は、確たしかに。でもふたつ目は……。」

「ぼくのことだろ、『おバカじゃなければいい』って。」

「うん……。気がついてる？　そのお願ねがいをしてから、レーブンてば、ラテン語ごがわかるし、わたしの知しらない言こと葉ばを解かい説せつしてくれたのよ。もしかしたら、むだじゃなかったかも。」

「本ほん当とうになったってこと？」

「ジーンは、『三つの願ねがいをかなえた』と言いったでしょ。」

「じゃあ、ぼく、前まえより頭あたま良よくなったの!?　わーい。」

　レーブンは、飛とびあがって喜よろこびました。

「そう。ただ……。」

「ただ……？」

「いつもじゃないってことよ。わたしが、そう言いったの。『いつもおバカじゃなきゃいいのに』って。だから、頭あたまのいいときもあれば、ふつうになっちゃうときもあるってことね。」

「ふつう？」

「レーブンなりの、ふつうね。つまり、どっちかというと、お・バ・カ……。」

　エルフが、ふふっと笑わらいます。

「そんなの、おもしろくない。」

とレーブンは言いいましたが、心こころの中では、まったく気にしてませんでした。「超ちょうスーパー頭あたまがいい」のが一いち時じ的てきだとしても、やっぱりうれしかったのです。
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　エルフとレーブンは、ジーンの教おしえどおり、パラソルの下に座すわって、月が出るのを待まちました。ラットくんは、レーブンの頭あたまに座すわり、まだ暑あついので、ハアハアいっています。

　ひまつぶしに、エルフは、レーブンが本ほん当とうに頭あたまが良よくなったのか、確たしかめることにしました。

「レーブン、五ご五ごはいくつ？」

「なんだって？」レーブンは目をぱちくり。

「五ご五ごは、いくつ？」

「質しつ問もんの意い味みがわかんないけど。」

　エルフは、ため息いき。

「じゃ、五かける五は、いくつ？」

「五かける五？」

「もおっ、じゃあ今いまは、ふつうのレーブンね。」

「だから、なんだって？」レーブンは、ますます混こん乱らんしています。

「たとえば、森で、ナッツを五個こひろったとするでしょ？」

「ナッツって、どの種しゅ類るい？」

　エルフの耳が赤くなってきます。暑あつさのせいかもしれませんし、今いまやっている問もん題だいのせいかもしれません。

「なんの木かは、どうでもいいの！　とにかく、ナッツを五個ひろって、わたしがそれを同おなじ数かずのベリーとこうかんしてあげたとするでしょ。それを五回かいやったら、ベリーは何なん個こになる？」

「ベリーって、ストロベリー？　ブルーベリー？」

「なんのベリーでも、いいの！」

　エルフはレーブンをにらむと、後うしろの砂すなにねっころがります。パラソルのかげで顔かおをかくしました。ぶつぶつ言いいます。

「いつもと同おなじ、おバカじゃない。」

「ぼくはただ、話はなしに出てきたナッツやベリーがどれか、ききたかっただけなんだ。森では、どの種しゅ類るいかが重じゅう要ようだから。ベリーによっては、何なん日にちもおなかが痛いたくなるのがあるだろ。」

　エルフは、起おきあがりました。

「やっぱり前まえより、頭あたまが良よくなってるかもね。」

「そうだろ！　だからって、前まえはおバカだったってこともないだろ。」

　レーブンがエルフの目をしっかり見て言いうので、エルフもうなずきました。

「ごめんなさい。そのとおりだわ。おバカではないわね。ただちょっと……。」

「エルフ！　それ以い上じょう言いったら、台だいなしだろ。せっかくいい感かんじにまとめたんだから、そのままにしておけよ。」

　エルフは、ため息いきをつきました。

「そうね。ごめん。一日じゅう熱あつい砂すなに座すわってるだけだから、からかいたくなったみたい。」

　レーブンは、スッと立ちあがりました。

「もう座すわってなくていいよ。ほら。」

　空を指ゆびさすと、太たい陽ようがかたむきかけ、その反はん対たい側がわから月がのぼっているのが、うっすらと見えました。

「行いこう。ぼくらも出しゅっ発ぱつだ。オアシスめざして。」

　ふたりは、魔ま人じんジーンが教おしえてくれたとおり、月にむかって歩あるきはじめます。

　しばらくして、エルフがききました。

「月って、空を動うごいているじゃない？　夜よるの間あいだ、月は動うごくよね？」

「動うごくね。」

「じゃあ、わたしたち、まっすぐ直ちょく線せんを歩あるくわけじゃないってこと？」

「そこがポイントだと思おもう。月に従したがっていけば、やがてたどりつくんだ。」

「でも、ぐるっとまわって元もとにもどるんじゃない？」

「いや、円えんをえがくのではなく曲きょく線せんだ。正せい確かくな曲きょく線せんの形けい状じょうは、夜よるの間あいだにぼくらが歩あるく速そく度どによる。」

「曲きょく線せん？　速そく度ど？」

「砂さばくの砂すな山やまは動うごいているし、歩あるく曲きょく線せんの形けい状じょうが異ことなっていても、たどりつけるということは、正せい確かくな位い置ちの座ざ標ひょうが問もん題だいではなく、月の導みちびきに従したがうことで魔ま法ほうが……。」
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　エルフは、ぽりぽり頭あたまをかいて、

「……いえ、いいわ。今いまはスーパー・レーブンね！」

　レーブンは、立ちどまりました。

「うん、そうみたい。」

「今いま、言いってたこと、あなたはわかるの？」

「うん、もちろん……いや、たぶん……あれ？　あれっ？　わかんない！」

　レーブンは、目をぱちぱち。

「さっき、しゃべってるときは、これで合あってると思おもったんだけどな。」

「ふしぎねえ。」

　エルフは、ぷっと笑わらって、月を指ゆびさしました。

「あっちの方ほう向こう？」

「そう。あっち。」

と、レーブンは言いって、ふたりは歩あるきはじめます。

　太たい陽ようはしずみ、暗くら闇やみが再ふたたび砂さばくの地ちをおおっていきます。月は、ゆっくりと空にのぼり、エルフとレーブンは、動うごく月のほうへむかって、しっかり歩あるいていきます。

　砂さばくには、おどろくほどたくさんの星ほしがあり、足あし元もとを照てらすのにはじゅうぶんでした。

　日中歩あるくよりも、ずっとすずしく、ふたりはようやく冒ぼう険けんの旅たびにもどった気き分ぶんです。でも、夜よる歩あるくのは楽らくでしたが、ちょっぴりこわくもありました。というのも、夜よるの砂さばくでは、ふたりの目のはじで、なにか生いき物ものが動うごき、いろいろな音がきこえてくるのです。

　なにがいるのかわかりませんが、音からすると、大きな生いき物ものも小さな生いき物ものもいます。カサカサ、ズルズルと動うごく音、ホーホー、キーキーと鳴なく音、一いち度どなどはライオンのようなほえ声ごえがして、ふたりとも足がぶるぶるふるえました。

　幸さいわいにも、そのほえ声ごえは遠とおく、エルフとレーブンは足を止とめずに、どんどん夜よるの中を歩あるきます。とうとう月がしずみましたが、まだオアシスは見えません。

「今こん夜やはここまでね」とエルフ。

　レーブンも、うなずき、

「あしたの夜よる、また歩あるこう。」

　ふたりは、座すわって夜よ明あけを待まち、次つぎの夜よるがくるのに備そなえます。ふたりとも、思おもっていることは、あえて言いいませんでした。つかれたとか、おなかがすいたとか、のどがかわいたとか。そして、これからどれくらいの距きょ離りを歩あるかなくてはいけないのか、とか。


[image: ]







[image: ]




　翌よく朝あさ、太たい陽ようがのぼると、また暑あつくなりました。

　ふたりはまた、太たい陽ようがしずむまでじっと待まち、月がのぼると出しゅっ発ぱつしました。

　しかし、また月がしずんで太たい陽ようがのぼっても、オアシスらしきものも、なにもありません。

　ふたりは横よこになり、目を閉とじます。

「レーブン。」

「なに？」

「わたしたち、ここで死しぬの？」

　レーブンは、弱よわ々よわしくうなずきます。

「ああ、それもあるかな……。」

　ラットくんが鳴なきます。でも、小さな弱よわった声こえだったので、だれにもきこえませんでした。

　ラットくんは、もう一いち度ど、今こん度どは少すこし大きく鳴なきます。でも、気づいてもらえません。

　そこで、ラットくんは、レーブンの鼻はなをカプッとかみました。

「イッタ！　なにが……？」

　言いいかけて、ラットくんがなんでそうしたか、すぐにわかりました。

　サソリです。何なん千ぜんびきものサソリが、砂すなの上を、こちらへむかってくるではありませんか。

「ひええ！」

　レーブンは、エルフをひっぱって立たせます。

「にげろ！」

　サソリたちが追おいかけてきます。小さいのに、動うごきが速はやい！　すると、エルフが左を指ゆびさしました。

「見て！」

　レーブンは悲ひ鳴めいをあげ、右を指ゆびさします。

「こっちもだ。ひええ！」

　サソリが、後うしろからだけではなく、両りょう側がわからも、せまってきているのでした。にげるなら、前まえへ走はしるしかありません。

　熱ねつで空気がぼやけ、かげろうの立つ前ぜん方ぽうに、なんと、かがやく宮きゅう殿でんが見えてきました。にげる方ほう向こうを宮きゅう殿でんが通とおせんぼしています。
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「やばっ！」とエルフ。

　大きな宮きゅう殿でんは、入り口が見あたりません。そして、サソリがせまっているので、よけて通とおることもできないのです。

「無む視ししよう！　きっとまた、蜃しん気き楼ろうだよ。」

「あっ、そうね！　レーブン、頭あたまが良よくなって、よかった。」

　そこでふたりは、まっすぐ宮きゅう殿でんへむかって走はしりました。消きえるのを期き待たいしながら。しかし……。

　ドン！

　宮きゅう殿でんは、消きえなかったのです。ふたりは、頭あたまを固かたいかべにぶつけ、後うしろにはねとばされて、しりもちをつきました。

「いったーい。もお、レーブンてば、やっぱりおバカさんじゃないの。」

「そんなこと、どうでもいいよ。それより、行いきどまりだ！」

　レーブンは、宮きゅう殿でんのかべに背せ中なかをつけ、エルフもそれにならいました。えものを追おいつめたサソリたちは、速そく度どをおとしてじりじりと近ちかづき、ハサミをふって、尾おの毒どく針ばりをエルフとレーブンにむけています。ふたりとも、この暑あつさだというのに、ゼリーのようにブルブルふるえました。

「あれがサソリ!?　さす？」

「レーブン、わたし、痛いたいのきらい。痛いたくないって言いってよ。」

　そのときです。

　背はい後ごのかべから秘ひ密みつのドアが開ひらき、たくましいうでがふたりの首くび根ねっこをつかまえて、中へひっぱりいれました。

　ふたりが中へ入ると、ドアがバン！　と閉しまる音がして、外からカリカリと、サソリの立てる音が大きくきこえました。

　中は、うすぐらく、エルフとレーブンは、さっきまで明あかるい日ざしの下にいたので、目がなれるのにしばらくかかります。目がなれてみると、ふたりは、きみょうなかっこうをした、背せの高たかい強つよそうな男を見上げていました。

　とがったくつの先が、くるんと上をむいています。エルフは、一いち番ばんおしゃれなくつを水にぬらして丸まるまっちゃったんだな、と思おもいました。ズボンはシルクですが、はばが広ひろくてパジャマみたいだし、赤い上うわ着ぎは……男の体からだにはちょっと小さすぎるな、とレーブンは思おもいました。つるつるの頭あたまに、ふうがわりな赤い帽ぼう子しをかぶり、帽ぼう子しのてっぺんに黒くろのふさがついています。

　男は、エルフとレーブンを指ゆびさし、次つぎに、ふたりの立っているろう下の先を指ゆびさしました。

「あっちに進すすめってことかしら。」

　エルフはレーブンに小こ声ごえで言いって、弓ゆみをぎゅっとにぎります。

　男は、もう一いち度ど、ふたりを指ゆびさし、ろう下の奥おくを指ゆびさします。背せが高たかく、筋きん肉にくもりもり、レーブンにはないところにも筋きん肉にくがついています。そして、まったく笑わらいません。

「言いわれたとおりにしよう。」

「言いってないけどね」とエルフ。

「しっ。とにかく、行いこう。」

　そこでふたりは、宮きゅう殿でんの中へ進すすみます。すぐに、ここが豪ごう華かな宮きゅう殿でんだとわかってきました。高こう級きゅうなゆかは、みがいた石でできているし、美うつくしい石せき柱ちゅうは彫ちょう刻こくでかざられています。部へ屋やから部へ屋やへと歩あるくと、高たかい天てん井じょうには、どこも、ふしぎな生いき物ものなどの物もの語がたりの場ば面めんがえがかれていて、エルフにはその生いき物ものたちが本ほん当とうにいるのかどうかわからず、物もの語がたりの本の中にだけいる生いき物ものかと思おもいました。

　だまっている大男は、あいかわらずだまったまま、ふたりの首くび根ねっこをぐっとつかんで、大きなドアの前まえで止とめました。とても大きなドアで、これを作るには丸まる太た一本の半はん分ぶんがいるでしょう。すごく太ふとい木だ、とレーブンは悲かなしく思おもいます。

　だまっている大男はドン！　とドアをたたき、音がかみなりのようにひびきました。そして、男はドアを押おしひらきます。

　ドアのむこうに広ひろがる部へ屋やは、きらびやかで、高たかそうなものにかざられ、ただただ広ひろく、エルフとレーブンの口はぽかんと開ひらきます。ラットくんまで、首くびをそらして、天てん井じょうがどれほど高たかいか見上げています。

　その部へ屋やの、遠とおい遠とおいむこう側がわに（本ほん当とうにとても遠とおいのです）、玉ぎょく座ざがあり、玉ぎょく座ざには王おうらしき人が座すわり、そのまわりには、だまっている大男と同おなじかっこうの男たちが、大おお勢ぜい並ならんでいます。
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　ドアがばたんと閉しめられました。

「ひえっ！」

とレーブン。
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　だまっている大男は、ふたりを後うしろからこづいて、王おうのほうへ歩あるかせます。王おうが小さく見えるほど遠とおくにいるので、ふたりは近ちかくまでいく間あいだに、たっぷりと、あたりを見ることができました。

　かべには、はなやかな絵えがえがかれ、金で光ひかっています。両りょう側がわのところどころに冷つめたい水を出すふん水がありました。

　部へ屋やには召めし使つかいたちが並ならび、まだずっとむこうに王おうが座すわっています。

　少すくなくとも、ふたりが王おうと思おもう人じん物ぶつです。

　その人じん物ぶつは、金の玉ぎょく座ざに座すわり、頭あたまに、光ひかる石のついた金の輪わをのせていました。だから、エルフとレーブンは「王おう」と思おもったのです。

　年こそとっていますが、近ちかくで見ると、背せが高たかく、力がみなぎっているのがわかります。ひげは、細ほそく長ながく、なめらかな絹きぬのローブをはおり、かっこいい王おう冠かんをかぶっています。

　そのとなりには、やや小さい銀ぎんの玉ぎょく座ざがあります。そこに座すわっているのは、王おう妃ひでしょう。同おなじようになめらかな絹きぬの服ふくに、王おう冠かんをかぶっています。王おう妃ひも背せがすらっとして、とても美うつくしく、あまりの美うつくしさに、レーブンは、王おう妃ひから目がはなせなくなってしまいました。
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　エルフが、レーブンのわきばらを、ひじでこづきます。

「レーブン、ここはわたしにまかせて。」

「え？」

　レーブンは、王おう妃ひからなんとか目をはなして、エルフを見ます。

　エルフは、王おうと王おう妃ひの前まえに出ました。ふたつの玉ぎょく座ざは、エルフとレーブンの背せよりも高たかい大だい理り石せきの上にあり、ピカピカの大だい理り石せきにふたりの顔かおが映うつっています。

「こんにちは。わたしはエルフ、こちらはレーブン、それから小さなげっ歯し類るいが一ぴき、レーブンのポケットかどこかにいます。あのう、助たすけてくださって感かん謝しゃします。すごく大たい変へんだったんです。何なん日にちも飲のまず食くわずで、さまよい続つづけ、そして、あのサソリの大たい群ぐんに宮きゅう殿でんの外そとで囲かこまれて。ですから、あの、なにか食たべる物ものをいただけると本ほん当とうにうれしいんですが。ありがとうございます。」

　エルフは、しゃべるのをやめました。

　なんだか、うまくいってない気がします。王おうと王おう妃ひは石のような無む表ひょう情じょうで、ふたりを見下ろしています。

　レーブンが、エルフを後うしろにひっぱりました。

「ぼくに話はなさせて。」

　レーブンも不ふ安あんそう。王おう妃ひにほほえみかけましたが、王おう妃ひはにこりともしません。

「どうか、国こく王おう陛へい下かならびに妃ひ殿でん下か……。」

と、レーブンがそれ以い上じょう言いわないうちに、

「だまれ！」

　王おうがおどろくほど大きな声こえでどなりました。こぶしをつきだし、広ひろ間まがシーンと静しずまりかえります。ふん水さえ、今いまは水を出さないほうがいいと思おもったように、水が止とまりました。

　レーブンは一いっ歩ぽ下がり、エルフにくっつきます。ふたりして、後うしろに下がるとなにかにぶつかりました。

　見上げると、さっきの、だまっている大男の顔かお。こちらを見下ろしています。玉ぎょく座ざのふたりとちがい、この男は笑わらいました。しかし、なんとなく、いやな感かんじの笑わらいかたです。

　王おうがどなります。

「教おしえてやろう。わしは王おうではない！　わしは、『サルタン』だ！　この『さまよう砂さばく』では、『王おう』と呼よばず、サルタンと呼よぶのだ。無ぶ礼れいな口をききおって！」

　レーブンは、せきばらいをしました。

「すみませんでした。ぼくは、ただ、あなたと王おう妃ひさまが……。」

「もういいっ！　『王おう妃ひ』だと！　王おう妃ひなどと呼よぶな。わしがサルタンなら、妃きさきのことは、サルタナと呼よぶのだ！」

　レーブンが、きょとんとしてききました。

「え？　サラダ菜な!?」

　エルフが、ぷっとふきだします。

「やだ、レーブンてば。サルタナよ。」

「だって、サラダ菜なってきこえたんだもん。」

　ふたりは、緊きん張ちょうしていたためか、みょうに笑わらいのツボに入ってしまいました。「サラダ菜な、サルタナ」と何なん度どもつぶやきながら、ゲラゲラ笑わらいころげます。

　レーブンは、だまっている大男を指ゆびさし、

「じゃあ、この人は、マヨネーズ？」

と言いって、いっしゅんまじめな顔かおをしましたが、またエルフといっしょに笑わらいころげ、おなかをかかえました。
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　ふたりは、くすくす笑わらって、レーブンが、はたと気がつくと、エルフが静しずかになっています。というより、エルフがレーブンのわきばらをひじでこづき、サルタンとサルタナのほうをあごでしめしたのです。

　サルタンは、カンカンにおこって、頭あたまから湯ゆ気げが出そうでした。

「きさまら、わしの砂さばくに入ってきて、わしをぶじょくし、サルタナまで……。」

　レーブンは、また笑わらいそうになりましたが、ぐほぐほ、と言いいながらなんとか笑わらいをこらえ、エルフも念ねんのためレーブンの足をポン！　とふみました。

　サルタンが続つづけます。

「ひとの国くにの文ぶん化かを知しりもしないくせに、笑わらうとは無ぶ礼れい千せん万ばん！　このむくいは、受うけてもらおう。ハキム！」

　だまっている男がビシッと立ち、命めい令れいを待まちます。

「ハキム、こいつらを宮きゅう殿でんの地ち下か牢ろうへ入れるのじゃ！　もてなすなど、とんでもないぞ。その間あいだに、わしは、こいつらをワニの池いけにつきおとすか、首くびをちょん切ぎるか、考かんがえておく。行いけ！」

「いやだ！」とレーブン。

「そんなこと、しないで！」とエルフ。

「待まってください。ぼくたち、たしかに無ぶ礼れいなことをしましたが、協きょう力りょくしてください。ぼくたち、特とく別べつな目もく的てきがあるんです。ゴブリン・キングから世せ界かいを救すくうんです！」

　とつぜん、サルタンは立ちあがり、ハキムに手をふって、ふたりを牢ろうへひったてるのを止やめるように命めいじます。

「おまえらが、か……。おまえらが、ゴブリン・キングから世せ界かいを救すくうだと？」

「そうです！　だから、はなして。協きょう力りょくしてほしいの！」

とエルフ。

「なぜ、わしがそんなことをせねばならぬのじゃ。」

とサルタンは言いいました。

「ゴブリン・キングこそ、わが主あるじ。」

　エルフとレーブンは、恐きょう怖ふに顔かおを見み合あわせます。

「まさか……！」

「ふはは。本ほん当とうじゃ。わしは、ゴブリン・キングのしもべ、わが主あるじは、おぬしらふたりのことを知しれば、とても興きょう味みがあるじゃろうな。ハキム、ひったていっ！」

　ハキムは、エルフとレーブンをひっぱって、暗くらい暗くらい地ち下か牢ろうへ入れました。そこからは、まったくにげられそうにありませんでした。
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　ハキムと呼よばれた、だまっている強つよい大男、つまり、サルタンとサルタナの召めし使つかいは、一ひと言こともしゃべらないまま、ふたりを閉とじこめる前まえに、エルフの弓ゆみを取とりあげてしまいました。

　ふたりは、小さな牢ろうに入れられました。ドアは入ってきたひとつだけ、かべに窓まどはありません。ドアには小さな窓まどがついていますが、窓まどには格こう子しがつけられています。

　足音もあらく、ハキムがろう下を立ちさると、レーブンはドアの取とっ手てを試ためしにひねってみました。

　ぴくりとも動うごきません。

「試ためしてみただけさ。エルフ、今こん度どこそ本ほん当とうにおしまいだな。」

「わかる。大おお笑わらいした相あい手てが、ゴブリン・キングの大のお友ともだちだったなんてね。」

　ふたりとも、ゾッとしました。

「あいつ、ぼくたちがさがしてるって、ゴブリン・キングに言いうんだろうな。ヤバいね。」

「うん。」

　ふたりは、しょんぼりと座すわり、しばらくなにも話はなしません。

　やっと、レーブンが口を開ひらきました。

「あのさ……。」

「なにかアイデア思おもいついた!?」

「いや、それでも、ここはすずしいねって言いおうとしただけ。」

「もう、レーブンてば！　もっとましなこと思おもいつかないの。超ちょうスーパー頭あたまが良よくなる魔ま法ほうがかかってるんだから、脱だっ出しゅつする方ほう法ほう考かんがえてよ。」

　レーブンは首くびをふります。

「ごめん。今いまは、ぜんぜん頭あたまがいい気がしないんだよね。おなかすいてるし、こわいし、こういうときって、ただでさえ頭あたまがまわらないよ。」

　ラットくんが、レーブンのポケットから顔かおを出しました。

　チュウ！　とラットくん。レーブンも、うなずきます。

「うん、悪わるくないね。エルフ、ラットくんが格こう子しを通とおって、あたりのようすを見てくるって。」

　エルフもうなずきます。

「ラットくんに、ここから出してもらうのは……ムリか。」

　ラットくんは、おこったようにチュウ！

「ちがうの、ラットくんを責せめてるわけじゃないの。ただ、ここに閉とじこめられてるんだなあと思おもったの。首くびをちょん切ぎられるまでは。」

「それか、ワニの池いけに入れるとも言いってたね。」

　レーブンは、ラットくんの耳と耳の間あいだをなでています。

「ラットくん、もし少すこしでも、きみが脱だっ出しゅつできそうなチャンスがあったら、行いきなさい。言いってる意い味み、わかるね。」

　チュウチュウチュウ！　ラットくんが、激はげしく鳴なきます。レーブンの目に、みるみるなみだがうかんできました。

「ラットくん、なんて言いってるの？」

とエルフが優やさしくききます。

「『ぼくたちをおいて、どこにも行いかないよ』って。」

　レーブンは、くすんと鼻はなをすすり、ラットくんの頭あたまにキスしました。
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「行いくのよ、ラットくん。あたりのようすを見てきてね。せめて食たべ物ものが見つかるといいんだけど。」

　レーブンは、ラットくんを窓まどの格こう子しに差さしだし、ラットくんは一いち目もく散さんにろう下を走はしっていきました。ところどころでクンクンしながら、鼻はなで食たべ物もののにおいをさがしています。

「もしかしたら、ぼくらの処しょ刑けいはまだ先かもしれないよ。」

「どうして？」

「サルタンがゴブリン・キングにぼくらのことを報ほう告こくするからさ。ぼくらのことをどうするか、相そう談だんするかもしれない。そうしたら、まだ時じ間かんはある。」

「そうね。ただそれは……、どうやって連れん絡らくをとるかによるかも。もしかしたら、水すい晶しょう玉だまで連れん絡らくするのかもしれないし。ほら、ばけもの山で魔ま法ほう使つかいジェレミーがやっていたみたいに（＊）。」

　レーブンは、暗くらい顔かおでうなずきます。

「そうか……。でも、わからないよ。もしかしたら、手て紙がみでやりとりするのかもしれないし、ハトにつけて飛とばしたりしてね！」

「そうかも。あと、ラクダで運はこぶとか。」

「あの気まぐれなラクダだったりして。」

と言いって、レーブンは笑わらいました。ひどい状じょう況きょうですが、ふたりして、ムリにでも、ほがらかに笑わらったのです。

　長ながい時じ間かんがたって、やっとラットくんがもどってきました。大きなチーズをくわえています。ドアの外そと側がわをのぼって運はこぶのはたいへんでしたが、なんとかラットくんは、窓まどの内うち側がわにチーズを入れました。

　チーズのあとから、ラットくんがくるんと宙ちゅう返がえりして入ってきます。エルフとレーブンは、大おお喜よろこび。

「やった！」

「さすがラットくん！」

とふたりはさけぶと、その後あと、みんなでチーズをわけて食たべます。

　ラットくんはチュウチュウ鳴なき、レーブンに『台だい所どころを見つけて、おやつを食たべて、それからチーズを取とってきた』と話はなしました。

「さすがラットくん！」

とレーブンがまた言いうと、ラットくんがまたチュウチュウ。すると、レーブンは口をもぐもぐするのをぴたりとやめ、顔かお色いろが真まっ青さおになります。

「どうしたの？　ラットくん、なんて言いったの？」

　レーブンは、ごくりと息いきを飲のんでから言いいました。

「ヤバい……。」

　エルフの声こえがふるえます。

「レーブン、だからなんなの!?」

「ラットくんね、帰かえりに、ぼくらがさっきまでいた大おお広ひろ間まを通とおったんだって。そうしたらサルタンがサルタナに話はなしているのがきこえてね、『ぼくらを殺ころすな』って、ゴブリン・キングが言いったんだって。」

「それなら、いい話はなしじゃない。」

「それだけならね。その後あとサルタンが、言いったんだ。『ゴブリン・キングがここにやってくる』って。」

「ゴブリン・キングが、ここに!?　いったい、なんで。」

「自じ分ぶんの手で、ぼくらを殺ころすためさ。」

　これをきいて、エルフはふらっと気を失うしない、レーブンもそれ以い上じょう考かんがえられず、エルフと同おなじく気を失うしないました。
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＊くわしくは、２巻かん「ばけもの山とひみつの城しろ」を見てね。
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　ふたりが気がついたのは、ラットくんのおかげです。鼻はなを鳴ならして、顔かおをなめたり、小さな前まえあしでくいくい押おしたり、目を覚さましそうなかわいいことを、小さな体からだでやったのです。

　レーブンは目を開あけると、ラットくんを見て、ほほえみました。そして、ゴブリン・キングが自じ分ぶんたちを殺ころしに来くるのを思おもいだし、また気き絶ぜつします。

　ラットくんは、小さな声こえをあげると（ため息いきでしょうか）、なにかいい方ほう法ほうはないかと、窓まどから出ていきました。
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　しばらくして、ふたりは目を覚さますと、地ち下か牢ろうのドアのところに立ち、おっかなびっくり窓まどの外そとをのぞき、なにが見えるか確たしかめました。

　ふたりが一いち番ばん見たかったのは、ラットくんがカギを取とってくるところです。先ほど、ふたりの小さな友ともだちは、ここから出る方ほう法ほうをさがして、もう一いち度ど牢ろうの外そとへ出ていったのでした。

　ふたりが見たくないのは、ハキムとか、サルタンとか、いやいや一いち番ばんまずいのは、ゴブリン・キングです。ふたりの首くびをちょん切ぎって、自みずからの手でワニの池いけに落おとそうと、ろう下をやってきたらどうしましょう。

　すると、ラットくんが、ドアのほうへ走はしってきました。

　ラットくんの姿すがたが見えてよかったと思おもいましたが、口になにもくわえていないのは、残ざん念ねんでした。カギもなく、今こん回かいはチーズもありません。

　そして、ラットくんに会あえてよかったと思おもったのもつかのま、ふたりは恐きょう怖ふでふるえました。足音がきこえます。急いそぎ足で、こちらにやってきたのは、サルタナでした。
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「ひええ！　ぼくらの首くびをちょん切ぎりにきたんだ。」

「ワニのエサにされるの!?」

　しかし、サルタナは、意い外がいなことをしました。着きていたシルクのドレスのどこかから、カギを取とりだすと、カチャリとドアを開あけたのです。

　レーブンとエルフはおどろいて、サルタナをじっと見ました。

「早くしなさい。」

とサルタナが小こ声ごえで言いいます。

「早くって、なにをですか。」

とレーブン。

「頭あたまの回かい転てんが早くないようですね。せめて行こう動どうは早くして。」

とサルタナはため息いきをつき、

「早くおにげなさいってことです。あまり時じ間かんがないわ。ゴブリン・キングが、やってくる。」

　レーブンとエルフは顔かおを見み合あわせます。エルフが言いいました。

「助たすけてくれるの？　でも、あなたは……、あなたは……。」

「なに？」

「……サルタンの奥おくさんじゃないですか。サルタナでしょ！」

「そんなことわかってます！　彼かれと結けっ婚こんすると、そう呼よばれるの。」

「彼かれって？」とレーブン。

「サルタンよ。まったく、困こまった人。初はじめて出で会あったときは、そんなこと思おもわなかった。あのころは、彼かれも若わかくてハンサムだったし、お金かね持もちだし、砂さばくはおれのものだ、なんて言いうから、とてもロマンチックだと思おもったものよ。」

　エルフとレーブンは、ぼうぜんとサルタナを見ましたが、話はなしはまだ終おわっていません。

「砂さばくなんて、ロマンチックでもなんでもなかったわ。砂すなばかりで！　ここにいても、なにもやることがなくて、朝あさから晩ばんまで人に命めい令れいしてばかり。つまらない！　もういや。彼かれも、召めし使つかいにどなるか、牢ろうに入れるか、なんだもの。だから助たすけにきたの。でも、早くしなさい。だれにも見つからぬうちに！」

「あ……はい。」

　レーブンは、またしてもサルタナの美うつくしい顔かおから目がはなせなくなってしまいました。

「おや、ぼうや、かわいいところがあるのね。」

とサルタナは、レーブンにウインクし、レーブンはまたもや気き絶ぜつしそうになります。エルフがレーブンの足をどん！　とすごい音を立てて、ふみました。
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「イッタ！」

　暗くらい地ち下か牢ろうでも、エルフの耳が赤くなってるのが、レーブンにはわかりました。そこでエルフの手を取とると、牢ろうからぐいっと外そとへ連つれだします。

「どっちのほうへ行いったらいいんですか？」

「脱だっ出しゅつ方ほう法ほうは、考かんがえてあるの。」

　うすぐらい明あかりのともるろう下を、サルタナについていきます。レーブンには気になることがありました。

「あのう、サルタナさん。」

「なにかしら？」

　サルタナは小さな声こえで言いい、ろう下の角かどに身みをよせて、だれかいないか、確たしかめています。

「お名な前まえを笑わらってしまって、すみません。失しつ礼れいなことをするつもりじゃなかったんです。」

「あら、そんなこと。いいのよ、ききまちがいだし。これも、わたしがおこっている理り由ゆう。よその国くにの方かたがききまちがえるたびに、牢ろう屋やにほうりこむんですもの。お姫ひめさまになるってステキと思おもって結けっ婚こんしたけど、小さな子どもにまで、こんなひどいことをする男だったなんて、思おもわなかったわ。実じつはわたくしだって、あなたたちふたりを見ていて、つられて笑わらいそうだったのよ。」

　にっこりとほほえむので、レーブンはまた気き絶ぜつしそうになりましたが、エルフがブーツをはいた足でレーブンのおしりをけって、今いまは逃とう走そう中ちゅうなのを思おもいださせました。

「サルタナさん、わたしの魔ま法ほうの弓ゆみがどこにいったか、知しりませんか。大だい事じな物ものなんです。あれがないと旅たびを続つづけられません。」

「ええ、知しってるわ。カギのかかった武ぶ器き庫この中よ。これから行いく部へ屋やの、おとなり。」

「取とりかえせるでしょうか？　武ぶ器き庫このカギを持もってますか。」

「もちろん。わたくしは、サルタナですもの。」

　にっこりとエルフにほほえみかけます。その美うつくしい笑顔えがおに、エルフも心こころが晴はれてきました。

「でも、わたしたちがにげたとサルタンにわかれば、あなたが大たい変へんなことになりませんか。」

「心しん配ぱいしなくても、大だい丈じょう夫ぶ。あの人は、わたくしがてのひらの上で転ころがしてますから。」

　レーブンが、きょとん。

「てのひらの上で転ころがすって、わたくしの言いうことならなんでもきくって意い味みよ。うまく、ごまかすわ。」

と、サルタナがほほえみます。

「でも、ゴブリン・キングは……？」

　サルタナの顔かおがくもりました。

「お会あいしたことはありませんが、でも、王おうたるものが、そんなに悪わるい人ってこともないでしょう？」

　エルフとレーブンは顔かおを見み合あわせ、なにも言いわないことにしました。サルタナをこわがらせて、また牢ろうに閉とじこめられても困こまります。

「さあ、ついた。武ぶ器き庫こはむこう。この部へ屋やは、魔ま法ほうのじゅうたんの部へ屋やなの。」

「魔ま法ほうの……」とレーブン。

「……じゅうたん」とエルフ。

　サルタナはにっこりほほえんで、うなずきました。

「魔ま法ほうのじゅうたんで、空を飛とぶのよ。」

「わあ。やった、やった、やったー！」と、ふたり。
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「好すきなやつを選えらんでいいわよ。」

とサルタナ。

　レーブンは、魔ま法ほうのじゅうたんの部へ屋やを見み回まわしています。エルフは、取とってきた自じ分ぶんの弓ゆみを、ずっと迷子まいごになった子ネコがもどってきたかのようになでなでし、サルタナは武ぶ器き庫こに元もとどおりにカギをかけました。

　部へ屋やは、じゅうたんのお店みせのように、さまざまなもようの大小のじゅうたんがゆかにひろがっています。しかし、「魔ま法ほうのじゅうたん」らしきものは、まったくありません。
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　チュウ！　ラットくんが疑うたがいぶかそうに鳴なきました。

「なんて言いったの？」とエルフ。

「『どう見ても、ふつうのじゅうたんばっかり』だって。」

「そのとおりね。」

「でも、空そらを飛とぶんだよ！」

「ほんとかなあ。ぜんぜん飛とびそうにないけど。」

　サルタナが、じれったそうに言いいます。

「ぐずぐずしている場ば合あいではありませんよ。今いまにもだれか来くるかもしれない。そうしたらわたしもただではすまないし、あなたたちも死しにます。」

　レーブンは、パチパチまばたきしましたが、そのようすは鳥とりのようでした。

「本ほん当とうに飛とぶんですか？」

　だんだん疑うたがわしくなってきます。サルタナの言いうことなら、かんたんに信しんじたくなりますが、考かんがえれば考かんがえるほど、ほんとかなあと思おもえてきます。

「早く選えらんで。まったく、にがしてあげるのにこんな苦く労ろうをするとは。」

「すみません、じゃあ、これで。」

とレーブンは、一いち番ばん近ちかくにあったじゅうたんを指ゆびさします。

「それ？　ちゃんと選えらんだほうがいいわ。」

とサルタナはため息いきをつきます。

「なんでですか、全ぜん部ぶ同おなじに見えますけど」とエルフ。

「おじょうさん、空そら飛とぶじゅうたんのことをなにも知しらないようね。知しっていたら、そんなことは言いわないでしょう。どのじゅうたんにも、魂たましいがあって、それぞれ個こ性せいがあるのです。それぞれ性せい格かくがちがうの。たとえば、それは……。」

　言こと葉ばがとぎれ、あわてた顔かおになります。

「だれか来くる！　急いそいで！　じゅうたんに乗のって、脱だっ出しゅつしなさい。」

　レーブンとエルフは、先ほど選えらんだじゅうたんに飛とびのりました。その瞬しゅん間かん、じゅうたんがゆかからうきあがります。

「うわっ！　飛とんだ！」

「そう？」

とエルフ。小さなじゅうたんは、空中にういていますが、そこでぴたっと止とまっています。

「急いそいで！　行いき先さきを言いうのです。行いって！」

　サルタナは、部へ屋やの天てん井じょうを指ゆびさします。そこはぽっかりと空へ開あいていました。レーブンが言いいます。

「待まってください。ほかのじゅうたんはどうします？　追おっ手てが使つかうかもしれません。」

「そうはさせないわ」とサルタナ。

　じゅうたんの部へ屋やの中から、しっかりとドアにカギをかけ、入ってこられないように、ドアの前まえにじゅうたんを積つみあげます。

　レーブンは、サルタナが助たすけてくれるのを見て、感かん謝しゃでいっぱいになりました。自じ分ぶんの頭あたまについていた黒くろい鳥とりの羽は根ねを取とり、にっこりとサルタナに差さしだします。

「ぼくのことを……、あっ、『ぼくたち』のことを覚おぼえていてね。」

　エルフが見ているのに気がついて、あわてて言いいなおしました。

「あら、ありがとう。」

　サルタナは、羽は根ねを取とると、カギと同おなじところにしまいます。

「さあ、行いくのです。」

　エルフは、なんとか出しゅっ発ぱつしようとしました。

「魔ま法ほうのじゅうたんさん、こんにちは。あの……早く飛とんで！」

　じゅうたんは宙ちゅうにうくばかりで、前まえにも上にも動うごこうとしません。

「そうじゃなくて、行いき先さきを言いうのです。」

とサルタナ。レーブンが言いいます。

「魔ま法ほうのじゅうたんよ、ぼくたちを『月のなみだ』のオアシスへ連つれていけ！」

　とつぜん、じゅうたんの先せん頭とうに小さな人があらわれました。じゅうたんと同おなじ柄がらの服ふく装そうをしています。背せの高たかさは、ラットくんと同おなじくらい、おぼろげにすきとおって、まるで実じっ体たいではないようです。

「行いき先さきをもう一いち度どお願ねがいします。」と、その人は言いいました。

　小さな声こえですが、ちょっとえらそうな言いい方かたです。

「『月のなみだ』だ。早く！」

　レーブンがさけぶと、じゅうたんはぐーんと真ま上うえに飛とび、宮きゅう殿でんの天てん井じょうの外そとへ出ます。

「しっかりつかまるのですよ。」

とサルタナがふたりに手をふります。

　魔ま法ほうのじゅうたんは、砂さばくの上を低ひくく、すごいスピードでビュ[image: ]ン！

　エルフとレーブンは、悲ひ鳴めいをあげ、ラットくんは小さなつめをじゅうたんに立てて、飛とばされないようにしがみついています。

　レーブンが後うしろをふりかえると、宮きゅう殿でんが小さく見えます。サルタナが無ぶ事じだといいな、と思おもったとき、じゅうたんの小さな人が話はなしはじめました。

「本日はご搭とう乗じょういただき、まことにありがとうございます。この魔ま法ほうのじゅうたんは、『月のなみだ』のオアシス行いきです。」

　すごい速そく度どで飛とんでいるのに、まったく気にしてないようです。髪かみの毛けもなびかず、声こもも、そのままなのでした。

「本日の目もく的てき地ちまでの飛ひ行こう時じ間かんは、三十五分ふんを予よ定ていしています。わたしの名な前まえはソーナ。本日のお供ともを務つとめさせていただきます。まもなく飲のみ物ものと軽けい食しょくのサービスをはじめますが、今いましばらく席せきに着ついたまま景色けしきをお楽たのしみください。」

「なんだって？」とレーブン。

「景色けしきなんか、砂すなばっかりじゃない。」とエルフ。

　ふたりは悲ひ鳴めいをやめ、なんとかじゅうたんにねそべっていますが、どんどんスピードが速はやくなっています。
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「やめて、ソーナ。もっとゆっくり！」とレーブン。

　ソーナは、まったくきいてないようです。

「当とう機きは、『弾だん丸がんスピード賞しょう』を受じゅ賞しょうしております。よろしければ、スカイ・ショッピングでお買かい物ものをお楽たのしみください。ただいまラクダの置おき物ものが半はん額がく、チョコの箱はこは一個こお買かいもとめになると、一個こ無む料りょうになり……。」

「ソーナ！」

　ソーナは、しゃべるのをやめ、レーブンをにらみました。

「わたしにご用ようの際さいは、頭あたまの上のパネルにあるボタンを押おしてください。」

「どのボタン？　パネルって、どこに？」

　ソーナは、ますますレーブンをにらみつけ、

「押おすふりをしろって、言いっているのですよ。」

と、急きゅうにゾクッとするくらい低ひくい声こえで言いいます。

　レーブンが頭あたまの上のパネルのボタンを押おすふりをすると、ソーナはにっこりしました。

「お呼よびですか、お客きゃくさま。」

　白い歯はがキラリ。

「もっとゆっくりにしてください。」

「かしこまりました、お客きゃくさま。」

　ようやくソーナは速そく度どをおとし、命いのちの危き険けんを感かんじないスピードになります。

　今いまはゆったりと飛とび、ふたりは座すわりなおして、まわりを見るよゆうが出てきました。ラットくんはつめをはなして、レーブンのひざにのり、エルフはなかば立ちあがって、来きたほうをふりかえります。

　砂さばくの広ひろい空。もう宮きゅう殿でんは見えません。

「もう安あん全ぜんね。脱だっ出しゅつできたわ！」

　エルフは、手をたたきます。

「あの美うつくしい方のおかげだね。それにだよ、エルフ。」

「なあに？」

「このじゅうたんがあれば、ぼくら、オアシスにすぐつくよ！」

　ソーナが言いいます。

「速そく度どを下げたため、飛ひ行こう時じ間かんが変へん更こうになりました。到とう着ちゃく予よ想そうは二時じ間かん半はん後ごです。これは、当とう方ほうの責せき任にんではありません。」

「それで、けっこう！　着つくまで、ねていよう。その後あとは、世せ界かいを救すくいに行いくんだ！」

　エルフがにっこり。ふたりは横よこになり、レーブンの上うわ着ぎを顔かおにかけて、太たい陽ようをかくします。その間あいだ、ソーナは、「魔ま法ほうのじゅうたん航こう空くう」の期き間かん限げん定ていお買かい物もの情じょう報ほうをアナウンスしていました。
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「ソーナさんて、いったい何なに者ものなの？」

　飛とびながらレーブンがききます。太たい陽ようはしずみはじめ、もう月がのぼっていました。

　ソーナは、返へん事じをしません。

　エルフはため息いきをついて、ボタンを押おすふりをしました。

「ソーナさんって、いったい何なに者ものなの？」

「ご質しつ問もんの意い味みがわかりません、お客きゃくさま。」

　エルフは、レーブンにやれやれという顔かおをします。

「それはともかく。そろそろ着つくんでしょ？」

　レーブンは、頭あたまの上のボタンを押おすふり。

「ソーナさん、あとどれくらいで着つくの？」

「着ちゃく陸りく降こう下か態たい勢せいに入るまで、あと十五分ふんです。」

「チャクリク……さっぱりわかんない。ぼく、すっごく頭あたまいいはずなのに。」

「すっごく頭あたまがいいのは、いつもじゃないの。そこ、わすれないで。」

とエルフ。

「わすれるわけないだろ、きみがしょっちゅう『おバカ、おバカ』言いうのに。」

　レーブンは笑わらって、エルフをつねりました。

　でも、それは、やらないほうがよかったようです。エルフは飛とびあがって、あやうく落おっこちそうになりました。

「お客きゃくさま、着ちゃく陸りく態たい勢せいが終おわるまで、席せきにおつきください。」

　ソーナがおこります。

「席せき？」

「座すわっていなさいってことだよ。」

とレーブンが言いって、エルフは座すわり、ソーナは営えい業ぎょう用ようの笑顔えがおをうかべました。

「さて、どうしよう。オアシスにはいつ着つくのかなあ？」

とエルフ。

「ここからは楽らく勝しょうだよ。オアシスで『月のなみだ』の水をくんで、『歌うたう剣つるぎ』を取とって、あとは魔ま法ほうのじゅうたんに乗のって、どびゅーん。」

「帰かえりも、じゅうたんじゃないとダメ？　あの人、冷つめたいんだもん。」

　ソーナがこちらを見ているので、レーブンは小こ声ごえで答こたえます。

「そうだね。でも砂さばくを歩あるいていくより、ずっといいよ。」

　レーブンはソーナに、にこっとしましたが、ソーナは笑わらいかえしません。

「あと、ひとつ」とエルフ。

「うん？」

「水は、なにに入れたらいいの？」

「あ！」

　レーブンは、上うわ着ぎのポケットをばたばたとさがします。見おぼえのある、空あきビンが出てきました。

「魔ま人じんジーンの入ってたビンじゃない!?　ずっと持もっていたの？」

「まあね。すっごく頭あたまがいい人のやることをしたのさ。前まえもって計けい画かくしておくっていうね。」

「ほかにもポケットに、なにかない？　夕ゆう食しょくを三つくらい持もってないかしら。」

　レーブンは、エルフの顔かおを見て、なにか気のきいたことを返かえそうとしましたが、そのとき、急きゅうにじゅうたんが、ぐいんっと、下へむかっていきました。

　ゆっくりと砂さばくの地ち上じょうへむかって下りていきます。エルフが、じゅうたんの上で飛とびはねました。

「あ！　あれよ！　『月のなみだ』のオアシスよ！」
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　そうです。

　少し先にあるのは、オアシスです。大きな泉いずみの中に、高たかい木が一本だけ生はえています。オアシスの上空には、月が、かかっていました。

「やった！」

　レーブンも飛とびはねます。

　ソーナが、ふたりをジロッと見ました。

「お客きゃくさま、席せきに……。」

「んもっ、だまってよ。」

　エルフは、じゅうたんが泉いずみのほとりで優ゆう雅がに止とまると、地じ面めんに飛とびおりました。

　レーブンは、頭あたまの上のボタンを押おすふり。

「ソーナ、ここで待まっていて。わかった？」

　ソーナは、むすっとしながら答こたえます。

「はい、わかりました。」

「よし。」

　レーブンも、エルフのとなりに飛とびおります。

「エルフ、『歌うたう剣つるぎ』は、どこにあるんだろう？」

「たしか、泉いずみの真まん中なかに生はえている、あの高たかい木のてっぺんよねえ？」

　レーブンは、木の上に目をこらしましたが、葉はでなにも見えません。

「かくしてあるのかな。それとも、すごく小さいか。上からもよく見えなかったよね。」

「それとも、ほんとは、そこになかったりして。」

とエルフ。

「まず、『月のなみだ』の水をくもう。それから、木をよじのぼって、よく見てみよう。はい、これ！」

　エルフは、そのビンを泉いずみにひたします。一いっ方ぽう、レーブンは、『歌うたう剣つるぎ』の木へむかおうと足を泉いずみに入れました。

　しかし、ふたりが水にふれたとたん、なんと太ふとさが木の六本ぽん分ぶんもある、ヘビのような怪かい物ぶつが泉いずみから姿すがたをあらわしたのです。怪かい物ぶつは、高たかい木よりも上に、ぬっと頭あたまを出しています。

　ギラギラ光ひかるふたつの目が、空からふたりをにらみ、口には、カミソリのようなするどい歯はが並ならんでいます。おまけに、激はげしくおこっていました。

「水すい竜りゅうだあぁ!!」
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　水すい竜りゅうは、レーブンにねらいをさだめ、まっすぐおそいかかってきます。

「ひえええええ！」

　レーブンは、悲ひ鳴めいをあげながら、泉いずみから飛とびだしました。

　エルフはしりもちをつき、動うごけません。

「弓ゆみを使つかって！　射いるんだ。」

　エルフはハッとなり、ふるえる手で必ひっ死しに弓ゆみをかまえると、光ひかりの弦つるを引ひきます。
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「へんなの出しちゃダメだよ！」

「だまってて！　気が散ちるじゃない！」

　レーブンは、にげるのにせいいっぱい。水すい竜りゅうはレーブンめがけて、大きな口を開あけ、おそってきます。ガブリとひとのみにされそうになった瞬しゅん間かん、レーブンは地じ面めんにかがみます。

　ガチッ！

　頭あたまの上で、するどい歯はが音を立てました。レーブンが立ちあがって走はしると、また水すい竜りゅうがおそいかかってきます。

　ガチッ！

　なんとかにげようとするのですが、けっきょく泉いずみのまわりをぐるぐる回まわるだけです。

　エルフは、弓ゆみを射いました。

「やった！」

とエルフはさけびました。また、本ほん物ものの矢やが出てきたのです。それも三本も。

　しかし、おどろいたことに、矢やは水すい竜りゅうにあたっても、カツンと、はねかえされてしまうのです。

「痛いたくも、かゆくもないみたい。」

「手を休やすめちゃダメだ！　射いるんだ！」

　エルフは、また弓ゆみを射います。

　たくさんの矢や。しかし、やはり、はねかえされてしまいます。

　ささった矢やも、水すい竜りゅうには、まったくきいていません。

「ほかのものは？　矢やじゃないやつ！」

とレーブンはさけび、魔ま法ほうのじゅうたんに飛とびのります。

「ソーナ、飛とんで！　エルフも乗のっけるんだ。」

　魔ま法ほうのじゅうたんはレーブンを乗のせたまま、エルフの足あし元もとへどびゅーんと飛とび、エルフをすくいあげました。

「きゃっ！」

とエルフは言いいましたが、じゅうたんは再ふたたび空へうかび、レーブンが次つぎ々つぎに指し示じを出すのに合あわせて、上下左右にぐるぐると回まわります。

「弓ゆみを射いるんだ！　矢やじゃないものを！」

　エルフは立ちあがり、水すい竜りゅうへむかって次つぎ々つぎと……へんなものを飛とばしました。

　最さい初しょに出たのは、大たい量りょうの花。次つぎに、かさ。

　それから、チョウの群むれ、そして、雪ゆき。水すい竜りゅうには、まったく、ききめがありません。その間あいだも、水すい竜りゅうは頭あたまをふりまわし、ふたりの乗のる魔ま法ほうのじゅうたんを追おいかけて、右に左に、ガッとかみつこうとします。

「それだ!!　それをもう一回かいたのむ！」

「それ？」

「雪ゆきだ。でも、もっと冷つめたくして。氷こおりにするんだ！」

　エルフは集しゅう中ちゅうしました。

「氷こおり、氷こおり、氷こおり……。」

　うでにある矢やの形かたちのあざが、強つよく光ひかり、エルフはまた弓ゆみを射います。しかし、このときは、水すい竜りゅうに射いたのではありません。泉いずみの水めがけて、射いたのでした。

　冷つめたい、青い光ひかりが弓ゆみからはなたれます。すると、泉いずみ全ぜん体たいがピキピキとこおりはじめました。

「もう一回かい！」とレーブン。

　エルフは弓ゆみを引ひき、なんどもくりかえします。そのたびに、氷こおりが水すい面めんに広ひろがり、やがて、大きなビキビキビキという音とともに、泉いずみの水みず全ぜん体たいがこおりついて、ついに巨きょ大だいな水すい竜りゅうも、泉いずみから頭あたまを出したまま、こおりついたのです。
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「やった！　エルフ、すごい。思おもったとおりに、できたじゃん！」

　エルフは、にっこり笑わらって、弓ゆみを見ました。

「なんとかね。まだまだだけど、ここまでできるようになったわ。」

「よし！」

　レーブンは、ソーナに指し示じを出して、着ちゃく地ちします。

　高こう速そくで動うごきたがるじゅうたんに「止とまっていて」と、ていねいにお願ねがいすると、ふたりは泉いずみへ、まっしぐら。

「ひとつ問もん題だいがあるんだけど。」

　エルフは、こおった泉いずみにビンをあてました。

　コンコン。

「水がくめない。」

「氷こおりをけずったら、どうだろう。ビンに入れとけば、とけるよ。」

「やってみる。」

　エルフは、落おちている矢やをひろって氷こおりをけずり、ラットくんは、氷こおりの小さなかけらを全ぜん部ぶひろいあつめて、ビンに入れました。ビンは、すぐにいっぱいになります。

　いっぽう、レーブンは、氷こおりの上をよろよろ歩あるき、泉いずみの中ちゅう央おうに生はえた木をスルスルとのぼりました。『歌うたう剣つるぎ』は、この上にあるはずなのです。

　……しばらくすると、レーブンは木からおりて、待まっていたエルフとラットくんのところへかけよります。

「やっぱり……なかったの？」

「なかった。かわりに、これが。」

と、一枚まいの紙かみを見せました。
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　エルフが読よみあげます。

「『歌うたう剣つるぎ』をおさがしの方かた、残ざん念ねんでした。お先に借かりてるよ。おしりぺんぺん。テリブル・ティムより。」

　エルフは首くびをふりました。

「なんですって！　ここまで来きたのに、だれかに先をこされたの。」

「テリブル・ティム？　それって、ラクダについていたＴティー．Ｔティー．のイニシャルかなあ。（Terribleテリブル Timティム）」

「そうよ！　わたしたちより先に来きたのね。」

「テリブル・ティム……『ひどいやつティム』って意い味みだよね。うへっ、おっかない名な前まえだね。」

　エルフも、首くびをふります。

「少すくなくとも『月のなみだ』は、手に入れたわ。」

　ビンを見ると、もう砂さばくの熱ねっ気きで、氷こおりのかけらは泉いずみの水にもどっていました。

「ほかのものがとけないうちに、出かけるほうがいいね。」

とレーブン。

「そうね。でも、次つぎはどうする？」

　レーブンは、紙かみを指ゆびさしました。

「テリブル・ティムをさがして、『歌うたう剣つるぎ』を取とりもどす。そいつがどんな理り由ゆうで持もっていったか知しらないけど、ぼくらにも大だい事じな理り由ゆうがある!!」

「ゴブリン・キングをやっつけて、世せ界かいを救すくうっていうね!!　だけど、どうやってさがすの？」

「かんたんだよ。ぼく今いま、すっごく頭あたまがいいからね。この紙かみ、よく見るとほかにもなにか書かいてあるだろ。」

　エルフが、もう一いち度ど紙かみを見ると、それはびんせんでした。びんせんの下には、何なにかの名な前まえがプリントされています。ゾッとする名な前まえです。

「『ホラー・ホテル（きょうふのホテル）』？　『くらやみの町』のホラー・ホテル、ですって？　レーブン、この名な前まえ、すごくいやだわ。」

「そこに行いくんだよ。きっと手がかりがある！」

　レーブンがそう言いって、ふたりは魔ま法ほうの空そら飛とぶじゅうたんに乗のりました。

「くらやみの町へ！」

　行いき先さきをつげると、じゅうたんは、再ふたたび、砂さばくの上を加か速そくしていくのでした。
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　砂さばくを、どびゅーんと飛とぶふたりの頭あたまの上に、明あかるい月がかかっていました。

「わたし、あまり行いきたくないなあ。」

「ぼくもだよ。テリブル・ティムをさがせ、最さい新しん情じょう報ほうは『くらやみの町』のホラー・ホテル、なんて、楽たのしい旅たびじゃないよね。」

「それでも『月のなみだ』は、見つかったし。」

　レーブンは、うなずきます。

「あと、『歌うたう剣つるぎ』も見つけなくちゃいけない。そのふたつが必ひつ要ようなんだよね。」

　エルフは、ため息いき。

　すると、とつぜん、エルフが悲ひ鳴めいをあげました。

「エルフ、落おちつけよ。まだ、そんなにこわくないだろ。」

　エルフは、返へん事じをしません。飛とびあがって弓ゆみをつかむと、じゅうたんの後うしろのほうに座すわっていたレーブンめがけて、弓ゆみをかまえます。

「ぼ、ぼく、なにか言いった？」

「しゃがんで！　じゅうたんのスピードをあげて！」

　レーブンがそうすると同どう時じに、エルフは弓ゆみを射います。レーブンをねらってではなく、レーブンの肩かたごしに後うしろへ矢やが飛とびました。レーブンがふりかえると、べつの空そら飛とぶじゅうたんが追おいかけてくるではありませんか。その上に乗のっているのは、見み覚おぼえのある三つの人かげ。

「げ。あいつらか。」

　すぐ後うしろを追おいかけてくるじゅうたん、そこにいたのは三びきのオニでした。セドリック、ボブ、バートです。

「わたしたちをつけてきて、魔ま法ほうのじゅうたんをうばってきたのね。」

　エルフはそう言いいながら、また弓ゆみを射います。

　弓ゆみからは、本ほん物ものの矢やが何なん本ぼんも出て、ヒュッとオニたちにむかっていきます。しかし、じゅうたんは両りょう方ほうとも、すごい速そく度どで飛とんでいるので、ねらいを正せい確かくにつけられません。

　オニたちのじゅうたんは、今いまにも追おいつきそう。しかし、エルフが弓ゆみを射いつづけているので、ジグザグによけて動うごきます。

「なにか、別べつのを出して！」

「ちゃんとねらえればいいんだけど。」

　エルフがまた矢やをはなち、ヒュッと飛とんだ矢やは、どういうはずみか、一いち番ばん大きいオニ、セドリックのおしりにささりました。
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「イテッ！　痛いたいではないかっ！　わたしが華か麗れいに料りょう理りして……、いや、このおかえしに、料りょう理りもせずに食たべてやる！」

と、こぶしをふりまわします。オニたちのじゅうたんが、近ちかづいてきて、ついに横よこに並ならびました。

「エルフ、早く！」

　ボブとバートがじゅうたんから飛とびうつろうとしています。セドリックはおしりの矢やをぬこうとバタバタ。

「急いそげ！」

　レーブンがさけび、エルフはまた弓ゆみを射います。今こん度どは、オニではなく、オニたちのじゅうたんをねらいました。

　ヒュッ。

　射いられたじゅうたんは、こおりつきます。まず重おもくなったじゅうたんが下へ落おち、オニたちが空中にとりのこされた、かと思おもうと、下へ！

　ひゅるるるる……！

　エルフとレーブンが見ると、オニたちの足が三組くみ、砂さばくからつきでていました。

　ぴくぴく。

「エルフ、ほんとに思おもいどおりのことができてるじゃん！」

　レーブンは大おお声ごえで笑わらい、エルフをだきしめました。エルフもうれしくて、実じつは、じゅうたんを花に変かえようとしたんだ、と言いうのはやめておきました。

「ぼくたち、負まけないね！　いけるよ。ゴブリン・キングにだって、勝かてるさ。『月のなみだ』は手に入れたし、あとは『歌うたう剣つるぎ』だ。」

　弓ゆみのことはともかく、エルフも元げん気きが出てきました。

「レーブン、そのとおりね！　わたしたち、無む敵てきよ。行いきましょ！」

「『くらやみの町』へ出しゅっ発ぱつ！」

「しゅっぱーつ！」

　元げん気きよく声こえをかけあうふたりでしたが、心こころの中では、やっぱりこわかったのです。

　ふたりはなにも言いわず、手をまわしてだきあい、夜よるの空を飛とびました。急きゅうに、ソーナが言いいます。

「着ちゃく陸りくまで、あと十分ぷん。席せきにおつきください。あと十分ぷんで『くらやみの町』です。」

　レーブンが、ハッとします。

　エルフは、決けつ意いを固かためた目をしていました。

　チュウ！　ラットくんの鳴なき声ごえには、勇ゆう気きがこもっています。

　そして、あと十分ぷんで、一いっ行こうは、そこに着つくのです。

『歌うたう剣つるぎ』とテリブル・ティムの待まつ、『くらやみの町』に。
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中なか野の　聖ひじり　　　　　　






「エルフとレーブンのふしぎな冒ぼう険けん」第だい四巻かんをお届とどけします。ふたりは、森、山、海うみと旅たびしてきて、この巻かんでは砂さばくへやってきました。砂さばくには、ふしぎな砂すな人にん間げんの村があり、なぞのどうくつへ魔ま人じんをさがしにいき、魔ま法ほうのじゅうたんを手に入れます。巻かんが進すすむにつれ、エルフとレーブンの出で会あう魔ま法ほう使つかいや魔ま人じんも強つよくなってきて、いったい敵てきのゴブリン・キングはどれくらい強つよいのでしょうか。

　作さく者しゃのマーカス・セジウィックさんはイギリス人ですが、昔むかしイギリスの貴き族ぞくは「二回かい目めの朝ちょう食しょく」を十時じごろにとっていました。その後ご十一時じごろにお茶ちゃの時じ間かん、そして十二時じにお昼ひる……ときいたら、レーブンがうっとりした顔かおをしそうですね。ファンタジー小しょう説せつでは、「二回かい目めの朝ちょう食しょく」というと、イギリスの『ホビットの冒ぼう険けん（＊）』が有ゆう名めいです。その物もの語がたりに出てくる主しゅ人じん公こうが、あわてて冒ぼう険けんへ出しゅっ発ぱつするため、二回かい目めの朝ちょう食しょくをちゃんと食たべられなくて、がっかりするという、なんともほのぼのした場ば面めんがあるのです。「エルフとレーブン」のこの巻かんに、「二回かい目めの朝ちょう食しょく」が出てきたとき、わたしはそれを思おもいだしました。『ホビットの冒ぼう険けん』も、魔ま法ほう使つかいやエルフ（妖よう精せい）、小人が出てくる物もの語がたりで、とてもおもしろいので、みなさんもいつか読よんでください。

　次つぎの巻かんは、くらやみの町のホラー・ホテルが舞ぶ台たいで、いっきに、こわ～くなります。といっても、「怖こわい」というより「こわ～い」でしょうか。どうぞ楽たのしみに読よんでください。

　今こん回かいもかわいいイラストをたくさんかいてくださった朝あさ日ひ川かわ日ひ和よりさん（サルタナのデザインを何なん度どもかきなおしてくださいました）、デザイナーの高たか橋はし久く美みさん（砂さばくの燃もえる太たい陽ようのような背せ表びょう紙しの色いろにしていただきました）、何なん度ども読よみかえしてくださった編へん集しゅうの方かた々がたに、重かさねてお礼れいを申もうしあげます。

　では、次つぎの第だい五巻かんの、こわ～い展てん開かいをお楽たのしみに！




＊『ホビットの冒ぼう険けん』（Ｊ．Ｒ．Ｒ．トールキン作／瀬田貞二訳／岩波書店刊）
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